
弘
前
藩
江
戸
藩
邸
に
お
け
る
死
者
と
そ
の
扱
い
（
上
）

篠

村

正

雄

は
じ
め
に

近
世
仏
教
史
の
研
究
は
、
辻
善
之
助
氏
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
、
そ
の
後
多
方
面

か
ら
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
伊
東
多
三
郎
氏
は
、
近
世
仏
教
史
に
社
会
経
済

(
)

史
と
文
化
史
の
方
法
を
取
り
入
れ
て
、
総
合
的
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
示
唆
に
富
ん
だ
二
つ
の
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
中
世
と

近
世
を
分
け
る
精
神
史
的
区
分
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
近
世
国
民
生
活
に
お
い
て

の
仏
教
の
地
位
で
あ
る
。
後
者
は
、
国
民
生
活
の
発
達
か
ら
仏
教
の
在
り
方
に
迫
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
都
市
・
村
落
の
発
達
、
民
衆
生
活
の
向
上
と
、
幕

府
・
諸
藩
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
寺
院
僧
侶
の
増
加
、
葬
式
法
要
、
開
帳
縁
日
、
仏

事
の
発
達
、
参
詣
巡
礼
の
流
行
、
講
の
発
達
が
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
を
考
察
し
て

理
解
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
政
治
権
力
と
宗
教
的
権
威
の
関
係
を
究
明

し
て
お
り
、
葬
式
法
要
・
仏
事
の
発
達
の
分
野
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
澤
博
勝
氏

(
)

は
、
戦
後
の
研
究
は
辻
氏
の
分
析
が
不
十
分
な
部
分
を
克
服
す
る
統
制
論
・
制
度
論

が
中
心
で
、
仏
教
思
想
史
・
信
仰
社
会
史
や
新
し
い
研
究
視
座
と
し
て
諸
宗
教
も
加

わ
っ
て
き
た
が
、
未
だ
仏
教
史
と
思
想
史
研
究
と
の
共
通
土
俵
の
構
築
ま
で
に
至
っ

て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
)

確
か
に
、
現
代
の
菩
提
寺
と
檀
家
が
、
明
治
維
新
後
に
キ
リ
シ
タ
ン
・
日
蓮
宗
不

受
不
施
派
の
禁
教
が
解
か
れ
、
寺
院
が
幕
藩
権
力
の
人
別
掌
握
の
役
儀
を
解
か
れ
て

か
ら
も
強
く
続
い
て
い
る
の
は
、
民
俗
学
・
宗
教
社
会
学
を
含
む
総
合
的
研
究
の
も

と
で
理
解
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

本
稿
は
、
地
方
自
治
体
史
編
纂
・
執
筆
の
な
か
で
、
弘
前
藩
領
民
が
旅
の
途
中
で

死
亡
し
た
時
の
扱
い
を
明
ら
か
に
し
た
際
、
江
戸
に
菩
提
寺
を
持
た
な
い
勤
番
が
死

亡
し
た
場
合
の
扱
い
が
課
題
と
な
り
、
論
題
を
設
定
し
た
。

(
)

次
に
、
本
稿
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
触
れ
る
。

第
一
は
、
死
者
を
扱
う
前
提
と
し
て
、
寺
請
制
度
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
近
世
に

入
る
と
、
江
戸
幕
府
は
寺
院
法
度
に
よ
り
本
末
制
度
を
整
備
さ
せ
、
キ
リ
ス
ト
教
・

日
蓮
宗
不
受
不
施
派
を
禁
じ
、
寺
請
制
度
を
設
け
さ
せ
た
と
一
般
に
認
識
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る
。
竹
田
聴
州
氏
は
、
社
会
の
側
か
ら
寺
請
制
・
本
末
制
と
神
仏
習
合
に

関
す
る
民
俗
学
を
含
め
て
多
面
的
に
考
察
し
、
葬
式
・
法
事
な
ど
の
追
善
供
養
を
行

う
菩
提
寺
の
檀
家
と
、
祈
祷
を
も
っ
ぱ
ら
行
う
祈
祷
寺
の
檀
家
の
成
立
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
高
埜
利
彦
氏
は
、
江
戸
幕
府
と
寺
社
を
論
ず
る
中
で
、
寺
院
が
寺
請
証

(
)

文
・
寺
送
り
証
文
を
発
行
し
て
、
幕
藩
権
力
の
人
別
掌
握
の
一
端
を
役
儀
と
し
て
担

い
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
檀
家
役
を
取
り
立
て
、
葬
儀
を
独
占
で
き
た
と
み
て
い
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る
。
そ
し
て
、
一
八
世
紀
以
降
、
民
衆
が
家
別
に
墓
石
を
建
立
し
、
寺
院
も
年
忌
法

要
を
勧
め
、
過
去
帳
を
整
備
し
て
い
る
の
は
、
民
衆
と
寺
院
の
双
方
が
寺
請
制
度
を

形
成
し
、
展
開
さ
せ
て
い
る
に
他
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
圭
室
文
雄
氏
は
、
幕
藩

(
)

体
制
と
仏
教
を
論
ず
る
中
で
、
幕
府
が
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
、
寺
院
に
檀
家

で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
請
書
を
発
行
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
寺
請
制
度
は
寺

院
が
キ
リ
シ
タ
ン
改
め
を
請
け
負
わ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
み

て
い
る
。
朴
澤
直
秀
氏
は
、
宗
教
と
社
会
に
関
す
る
従
来
の
研
究
を
再
検
討
し
、
宗

(
)

教
施
設
を
媒
介
と
し
て
僧
侶
集
団
と
寺
檀
関
係
・
寺
院
所
在
村
と
の
関
係
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

(
)

こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
寺
請
制
度
は
キ
リ
シ
タ
ン
改
め
か
ら
始
ま
る
政
治
的
側
面

の
ほ
か
に
、
民
衆
の
死
者
に
対
す
る
追
善
供
養
の
強
い
要
求
と
い
う
社
会
的
側
面
が

加
わ
っ
て
継
続
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
寺
請
制
度
の
下
に

あ
っ
て
、
民
衆
は
菩
提
寺
で
葬
儀
・
追
善
供
養
を
行
い
、
旅
に
あ
っ
て
は
、
捨
て
往

来
証
文
に
よ
り
、
死
亡
し
た
場
所
に
埋
葬
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か

し
、
各
藩
の
勤
番
が
江
戸
で
死
亡
し
、
菩
提
寺
へ
の
埋
葬
が
不
可
能
な
場
合
、
ど
の

よ
う
な
取
り
扱
い
を
受
け
た
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

第
二
は
、
藩
邸
社
会
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
吉
田
伸
之
氏
は
、
巨
大
城
下
町
と

し
て
の
江
戸
の
社
会
構
造
を
、
武
家
地
・
寺
社
地
・
町
人
地
が
磁
極
の
よ
う
に
作
用

し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
藩
邸
の
御
殿
空
間
は
、
藩
主
と

そ
の
家
族
を
中
心
に
女
中
が
住
み
、
政
庁
が
お
か
れ
た
部
分
で
あ
り
、
詰
人
空
間
は
、

藩
士
・
足
軽
・
中
間
の
住
む
長
屋
部
分
で
、
二
重
化
し
て
い
る
特
徴
を
持
つ
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
武
家
奉
公
人
は
江
戸
と
関
東
周
辺
の
抱
元
が
請
負
っ
た
が
、
江
戸
の

滞
留
す
る
日
用
と
近
似
的
存
在
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
武
家
奉

(
)

公
人
に
つ
い
て
、
南
和
男
氏
は
、
江
戸
に
流
入
す
る
下
層
民
を
考
察
し
、
若
党
・
中

間
・
草
履
取
は
享
保
期
に
譜
代
か
ら
出
替
り
と
な
っ
て
質
的
低
下
を
も
た
ら
し
、
日

雇
で
補
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
遠
藤
廣
昭
氏
は
、
黄
檗
派
江
戸
八
ヵ
庵
は
、

(
)

江
戸
に
流
入
し
た
下
層
民
を
埋
葬
す
る
機
能
を
も
た
さ
れ
、
そ
の
な
か
の
深
川
万
祥

寺
の
過
去
帳
に
見
ら
れ
る
戒
名
を
分
析
し
、
奉
公
人
の
葬
儀
を
依
頼
し
た
施
主
か
ら

埋
葬
経
緯
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
引
き
取
り
手
の
な
い
熊
本
藩
の
武
家
奉
公
人

六
〇
一
例
の
な
か
に
、
上
総
部
屋
に
属
す
る
者
が
二
〇
二
例
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
熊
本
藩
と
万
祥
寺
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(
)

松
本
良
太
氏
は
、
奉
公
人
を
供
給
す
る
人
宿
は
、
飛
脚
仲
間
・
辻
番
請
負
組
合
を
兼

業
す
る
も
の
が
三
割
あ
り
、
抱
元
と
し
て
江
戸
で
抱
え
る
場
合
と
、
手
代
を
上
総
に

派
遣
し
村
役
人
を
抱
元
と
し
て
寄
子
を
募
集
す
る
場
合
が
あ
っ
た
と
す
る
。

(
)

江
戸
に
流
入
す
る
奉
公
人
に
つ
い
て
の
論
証
は
進
ん
で
い
る
が
、
奉
公
人
が
死
亡

し
た
場
合
の
埋
葬
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
氏
が
触
れ
て
い
る
程
度
で
あ
り
、
各

藩
の
江
戸
藩
邸
の
関
与
を
考
察
し
た
研
究
は
み
ら
れ
な
い
。

第
三
は
、
江
戸
安
政
地
震
の
研
究
に
つ
い
て
述
べ
る
。
北
原
糸
子
氏
は
、
こ
の
地

震
を
災
害
社
会
史
と
し
て
扱
い
、
災
害
情
報
が
身
分
制
社
会
に
お
い
て
客
観
的
事
実

に
よ
る
も
の
か
、
安
堵
を
与
え
る
主
観
的
事
実
に
よ
っ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
経
済
的
救
済
で
あ
る
施
行
は
、
富
者
・
貧
者
の
交
流
か
ら
宗
教
性
・
象
徴
性

を
含
ん
だ
儀
礼
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
佐
山
守
氏
は
、
幕
府
の
第
一
・
二

(
)

次
の
被
害
調
査
を
分
析
し
、
町
方
の
被
害
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
埋
葬
方

法
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
白
石
睦
弥
氏
は
、
弘
前
藩
士
の
「
秘
日
記
」
と
「
弘
前
藩

(
)

庁
日
記
（
江
戸
日
記
）
」
の
災
害
情
報
か
ら
藩
邸
の
建
物
被
害
と
被
害
者
名
を
考
察

し
、
弘
前
藩
が
幕
府
へ
届
出
た
死
亡
者
七
九
人
に
、
新
た
に
一
名
を
加
え
八
〇
人
と
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し
て
い
る
。
し
か
し
、
埋
葬
方
法
や
弘
前
藩
邸
の
関
与
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

(
)

こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
地
震
に
お
け
る
被
害
の
様
子
は
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る

が
、
死
者
の
埋
葬
、
追
善
供
養
の
仕
方
、
江
戸
藩
邸
の
関
わ
り
方
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。

第
四
は
、
近
年
、
著
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
考
古
学
を
取
り
上
げ
る
。
谷
川
章

雄
氏
は
、
川
越
藩
士
・
龍
野
藩
士
の
二
例
は
、
規
模
・
構
造
か
ら
低
録
の
旗
本
の
墓

に
近
い
と
報
告
し
て
い
る
。
西
木
浩
一
氏
は
、
発
掘
寺
院
跡
か
ら
埋
葬
施
設
が
飽
和

(
)

状
態
に
な
る
と
、
盛
り
土
を
し
て
そ
の
上
に
埋
葬
し
た
り
、
先
に
埋
葬
し
た
遺
骸
を

掘
り
起
こ
し
、
新
た
に
埋
葬
す
る
例
は
都
市
下
層
民
の
も
の
と
報
告
し
て
い
る
。

(
)

こ
こ
で
は
、
埋
葬
の
形
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
都
市
下
層
民
は
、
寺
院
へ

の
付
け
届
け
が
な
く
無
縁
化
し
て
い
く
も
の
と
み
て
い
る
。
し
か
し
、
墓
標
の
な
い

埋
葬
施
設
か
ら
は
、
埋
葬
者
の
特
定
や
追
善
供
養
の
在
り
方
ま
で
は
追
及
で
き
て
い

な
い
。

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
も
と
に
し
て
、
弘
前
藩
江
戸
藩
邸
で
死
亡
し
た

と
き
、
誰
に
よ
っ
て
埋
葬
さ
れ
た
か
。
国
元
の
菩
提
寺
と
同
じ
宗
旨
の
寺
院
へ
の
埋

葬
が
可
能
で
あ
っ
た
か
。
追
善
供
養
の
仕
方
か
ら
、
国
元
か
ら
江
戸
で
の
死
者
に
対

す
る
視
点
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
江
戸
藩
邸
の
関
与
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た

か
を
、
勤
番
を
軸
に
し
て
考
察
す
る
。
こ
こ
で
、
藩
主
家
の
人
々
は
す
で
に
報
告
し

て
い
る
こ
と
か
ら
除
い
た
。

(
)

主
に
使
用
す
る
史
料
「
弘
前
藩
庁
日
記
」
に
は
、
江
戸
日
記
と
国
日
記
が
あ
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
江
戸
日
記
」
、「
国
日
記
」
と
略
記
す
る
。

(
)

註（

）『
日
本
仏
教
史
』
近
世
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
。

1
（

）「
近
世
に
お
け
る
政
治
権
力
と
宗
教
的
権
威
」（
『
国
民
生
活
史
研
究
』

）、
吉
川

2

4

弘
文
館
、
一
九
六
〇
。

（

）『
近
世
宗
教
社
会
論
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
。

3
（

）
拙
稿
「
弘
前
藩
に
お
け
る
旅
人
の
死
の
取
扱
に
つ
い
て
」
（
『
年
報
市
史
ひ
ろ
さ

4
き
』
第
一
〇
号
）、
二
〇
〇
一
。「
津
軽
か
ら
の
伊
勢
参
宮
」（
『
東
北
女
子
大
学
・
東

北
女
子
短
期
大
学
紀
要

第
四
九
号
』
）、
二
〇
一
一
。

（

）「
近
世
社
会
と
仏
教
」（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史

近
世

』、
一
九
七
五
）
。『
竹

5

9

2

田
聴
州
著
作
集
第
七
巻

葬
史
と
宗
史
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
。

（

）「
江
戸
幕
府
と
寺
社
」（
『
講
座
日
本
歴
史
』

）、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
。

6

5

（

）
「
幕
藩
体
制
と
仏
教
―
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
と
檀
家
制
度
の
展
開
―
」
（
『
論
集
日
本

7
仏
教
史
』

）、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
六
。

7

（

）『
幕
藩
権
力
と
寺
檀
制
度
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
。

8
（

）「
巨
大
城
下
町
―
江
戸
―
」（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
一
五
巻
）、
一
九
九
五
。

9
『
近
世
都
市
社
会
の
身
分
構
造
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
。

（

）『
幕
末
江
戸
社
会
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
。

10
（

）
「
黄
檗
派
江
戸
八
ヵ
庵
の
古
跡
並
御
免
と
そ
の
機
能
―
深
川
の
黄
檗
派
寺
院
を
事

11
例
と
し
て
―
」（
『
江
東
区
文
化
財
紀
要
』
第
一
号
）、
一
九
九
〇
。

（

）「
人
宿
」（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
一
五
巻
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
。

12
（

）
『
地
震
の
社
会
史
―
安
政
大
地
震
と
民
衆
―
』
、
講
談
社
文
庫
、
二
〇
〇
〇
。
『
近

13
世
災
害
情
報
論
』、
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
。

（

）『
安
政
江
戸
地
震
災
害
誌
』
上
・
下
巻
、
海
路
書
院
、
二
〇
〇
四
。

14
（

）「
秘
日
記
か
ら
見
た
安
政
江
戸
地
震
」（
『
歴
史
地
震
』
第
二
一
号
）、
二
〇
〇
六
。

15
（

）「
江
戸
の
墓
地
と
都
市
空
間
」（
『
文
化
財
の
保
護
』
第
二
二
号
）、
東
京
都
教
育
委

16
員
会
、
一
九
九
〇
。
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（

）「
葬
送
墓
制
か
ら
み
た
都
市
江
戸
の
特
質
」（
『
年
報
都
市
史
研
究
』
六
）、
山
川
出

17
版
社
、
一
九
九
八
。
『
江
戸
の
葬
送
墓
地
制
』
、
東
京
都
公
文
書
館
、
一
九
九
九
。

「
江
戸
の
社
会
と
葬
を
め
ぐ
る
意
識
―
墓
制
・
盆
儀
礼
・
お
ん
ぼ
う
―
」（
『
関
東
近

世
史
研
究
』
第
六
〇
号
）、
二
〇
〇
六
。

（

）
拙
稿
「
浅
草
常
福
寺
口
上
書
と
御
屋
敷
え
常
福
寺
御
由
緒
略
覚
」（
『
年
報
市
史
ひ

18
ろ
さ
き
』
第
三
号
）
、
一
九
九
一
。
「
津
梁
院
境
内
図
」
同
第
四
号
、
一
九
九
五
。

「
満
隆
寺
・
妙
壽
寺
・
南
谷
寺
と
津
軽
藩
主
の
墓
石
」
同
六
号
、
一
九
九
七
。

（

）
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
。

19

一

藩
邸
に
住
む
人

（

）
藩
邸
内
の
人
々

1
死
者
を
扱
う
前
提
と
し
て
、
藩
邸
内
に
ど
の
よ
う
な
人
が
存
在
す
る
か
を
分
限
帳

か
ら
み
て
い
く
。
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
、
藩
主
が
在
国
の
時
は
、
定
府
の
藩
士

一
一
四
人
、
足
軽
五
四
人
（
内
小
頭
二
・
手
明
一
二
）
、
長
柄
三
二
人
、
小
人
一
〇

二
人
（
内
小
頭
二
・
手
明
一
二
）
を
数
え
る
。
手
明
は
人
手
不
足
の
部
署
へ
派
遣
す

(
)

る
た
め
、
プ
ー
ル
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
江
戸
抱
え
や
上
総
小
人

が
存
在
す
る
か
は
確
認
で
き
な
い
。
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
、
庚
申
の
夜
食
を
御

広
敷
女
中
一
五
人
、
他
に
女
中
一
二
人
分
を
用
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
女
中
二

七
人
の
存
在
が
わ
か
る
。
同
三
年
に
は
藩
士
二
一
二
人
、
足
軽
・
小
人
一
七
七
人
を

(
)

数
え
、
江
戸
足
軽
頭
・
江
戸
小
人
頭
兼
御
国
小
人
頭
は
、
江
戸
抱
え
の
者
を
管
轄
す

る
役
職
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
総
小
人
一
五
〇
人
が
存
在
す
る
が
、
上
総
小
人
を

(
)

抱
え
た
上
限
は
確
認
で
き
な
い
。
延
宝
期
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
に
江
戸
抱
え
の
足
軽

・
小
人
と
、
多
く
の
上
総
小
人
を
抱
え
込
ま
ね
ば
藩
邸
が
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
る

様
子
は
窺
え
る
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
は
定
府
一
五
二
人
が
存
在
す
る
。
嘉

(
)

永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
は
定
府
・
勤
番
一
二
一
五
人
、
女
中
五
九
人
（
奥
女
中
三

〇
・
息
女
付
二
二
・
若
殿
付
七
）
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
家
老
に
用
達
一
・
侍
四
人
、

(
)

用
人
に
用
達
一
・
侍
二
人
が
付
い
て
お
り
、
諸
家
来
二
五
人
が
被
官
の
又
者
と
み
ら

れ
る
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
、
安
政
江
戸
地
震
の
手
当
は
、
表
（

）
の
よ
う

1

に
な
り
、
定
府
二
二
二
・
勤
番
五
一
二
人
を
数
え
る
。
同
三
年
、
御
目
見
以
下
か
ら

小
人
ま
で
五
〇
七
人
に
暑
気
払
い
の
枇
杷
葉
湯
を
配
布
し
て
お
り
、
こ
の
中
に
上
総

小
人
七
〇
人
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
作
事
方
一
一
四
人
は
地
震
復
興
に
国
元
よ

(
)

り
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
平
時
の
人
数
に
は
入
ら
な
い
。
同
四
年
、
御
目
見
以

上
が
三
八
八
、
以
下
が
三
五
人
、
女
中
五
八
人
（
藩
主
付
二
〇
・
前
藩
主
付
二
〇
・

息
女
付
一
八
）
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
参
勤
交
代
緩
和
後
の
元
治
元
年
（
一
八
六

(
)

四
）、
定
府
一
七
八
人
（
御
目
見
以
上
一
六
四
・
以
下
一
四
）
を
数
え
て
い
る
。

(
)

加
賀
藩
で
は
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
、
藩
主
在
府
で
勤
番
二
四
〇
・
足
軽
以

下
一
七
四
七
・
又
者
八
三
七
人
と
数
え
て
い
る
。
合
わ
せ
て
二
四
二
四
人
と
な
り
、

(
)

勤
番
一
人
で
約
三
・
五
人
の
又
者
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
秋
田
藩
で
は
、
文

化
八
年
（
一
八
一
一
）
、
藩
主
在
国
で
勤
番
三
九
一
人
で
あ
る
が
、
又
者
の
数
は
不

明
で
あ
る
。

(
)

弘
前
藩
は
安
政
二
年
の
段
階
で
、
定
府
二
二
二
・
勤
番
五
一
二
人
と
数
え
る
が
、

規
模
の
異
な
る
加
賀
藩
・
秋
田
藩
と
は
比
較
で
き
な
い
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
、

参
勤
の
緩
和
で
定
府
の
家
族
が
国
元
へ
移
住
す
る
時
、
一
軒
七
人
と
数
え
て
い
る
の

で
、
安
政
期
の
定
府
二
二
二
人
の
家
族
は
一
五
五
四
人
と
試
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
)

女
中
は
、
藩
主
家
の
構
成
に
よ
っ
て
変
化
す
る
が
、
最
大
時
で
五
八
人
が
存
在
し
て

い
る
。
又
者
は
、
家
老
で
五
人
、
用
人
で
三
人
、
百
石
取
り
二
人
で
又
者
一
人
を
抱
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え
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
藩
邸
の
直
接
支
配
が
及
ば
な
い
こ
と
か
ら
実
数
を
把
握
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

次
に
、
藩
邸
内
で
の
生
活
を
見
る
と
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
、
参
勤
に
同
行

し
た
藩
士
小
山
氏
は
、
弘
前
出
立
時
に
金
七
両
・
銭
一
貫
四
〇
〇
文
を
持
参
し
、
江

戸
で
の
手
当
は
七
月
に
一
両
一
分
・
五
五
五
文
、
一
二
月
に
二
両
二
分
・
五
七
二
文
、

正
月
に
二
両
二
分
・
四
四
五
文
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
非
番
に
は
浅
草
・
亀
戸
天
神

(
)

で
喰
い
物
屋
に
入
り
、
貸
本
を
借
り
た
り
し
て
江
戸
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

で
、
借
財
に
苦
し
む
様
子
は
窺
え
な
い
。

紀
州
藩
の
三
〇
石
程
度
の
下
級
武
士
酒
井
伴
太
郎
が
、
江
戸
詰
を
希
望
す
る
理
由

は
手
当
二
三
両
弱
の
四
割
を
倹
約
し
、
国
元
の
家
計
を
助
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
弘

(
)

前
藩
で
は
、
こ
の
よ
う
に
江
戸
で
の
手
当
を
蓄
え
た
例
は
み
ら
れ
な
い
。

弘
前
藩
は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
、
国
元
で
若
党
・
中
間
の
給
金
を
定
め
、

日
用
頭
に
雇
用
を
申
し
入
れ
さ
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
江
戸
詰
中
間
の
上
級
ク
ラ
ス

(
)

で
切
米
二
両
一
歩
、
国
元
の
同
ク
ラ
ス
で
百
目
と
な
っ
て
お
り
、
勤
番
は
国
元
よ
り

高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
江
戸
で
病
に
よ
る
薬
料
、
死
亡
に
よ
る
葬
式
料
を

捻
出
さ
せ
る
こ
と
は
無
理
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
江
戸
日
記
」
に
は
、
藩
士
か
ら
の
拝
借
金
願
が
恒
常
的
に
み
え
、
江
戸
で
の
消

費
生
活
が
借
財
を
重
ね
て
い
く
様
子
が
窺
え
る
。
阿
部
綾
子
氏
は
、
天
和
期
に
弘
前

藩
江
戸
藩
邸
と
、
町
人
と
の
金
銭
貸
借
に
関
す
る
訴
訟
は
、
藩
に
有
利
に
運
ば
れ
る

か
、
町
人
の
泣
き
寝
入
り
に
な
る
た
め
、
町
人
は
結
束
し
て
対
峙
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
弘
前
藩
は
、
藩
士
に
対
す
る
生
活
用
品
の

(
)

売
掛
代
金
の
返
済
訴
訟
を
、
当
事
者
同
士
の
解
決
に
任
せ
る
方
策
を
採
っ
て
い
る
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
元
へ
帰
る
家
老
が
、
町
方
か
ら
の
借
財
を
返
却
で
き
ず
、

表（1）安政江戸地震の手当一覧表

勤 番 定 府

役 職 手当 丸潰 手当 半潰 役 職 手当 丸潰 手当 半潰

御家老 ６両 御用人 ６両

御用人 ４両 御 御側御用人 ７両３分

勘定奉行・御小姓組頭・御錠口 ２両１分 １両２分 物頭より御取次 ５両１分 ３両
御 目

御目付 勘定奉行より上々様御附 ３両３分３朱 ２両１分

御近習小姓 １両２分 １両 見 御使番より御近習小姓 ２両２分２朱 １両２分
目

作事奉行・御小納戸役・御近習医者 １両１分１朱 ３分２朱 御近習医者より御小姓組 ２両１分 １両１分１朱
以

御膳番・御小姓組 御右筆より御用達 ２両 １両２朱
見

御祐筆・御台所頭・御用聞 １両２朱 ３分 上 御留守居組より御役者 １両１分１朱 ３分

御中小姓・両吟味役・表右筆 ３分 ２分 御目見以上 １両 ２分１朱
以

御料理小頭・御徒小頭・御茶道 御目見以下 ３分１朱 １分３朱

御近習坊主・御勘定小頭・飼料役 計 390両１朱 244両３分３朱 145両２朱
上

与力・御番人・御徒目付・御徒 ２分１朱 １分２朱 計 222人 110人 112人

御料理人・御茶道附・勘定人・馬医

両受払役・附添番・大工頭

錠前口・御馬下乗・足軽目付 １分３朱 １分

御 御持筒・大組警固・諸手・坊主小頭

目 御家具小頭・御家具之者・足軽

見 掃除頭・御用所坊主・御中間

以 御陸尺小頭・御馬屋・板之間小頭

下 長柄之者・作事杖突

御鑓持より掃除小人 １分１朱 ３朱

計 165両２分 66両２朱 99両１分２朱

計 512人 110人 402人

外に勤学登等に15両
合計570両２分１朱

弘前藩庁日記（国日記）安政２年12月７日条による
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勘
定
奉
行
が
証
文
の
裏
書
を
し
て
、
知
行
米
よ
り
返
納
さ
せ
て
い
る
例
も
あ
る
。
ま

た
、
国
元
へ
帰
る
藩
士
一
二
人
の
借
財
一
九
一
両
余
や
、
返
済
せ
ず
に
国
元
へ
帰
り
、

一
〇
年
後
に
町
方
が
江
戸
町
奉
行
へ
訴
え
た
こ
と
な
ど
も
、
藩
士
の
借
財
の
解
消
に

弘
前
藩
邸
が
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。

藩
士
の
借
財
か
ら
の
生
活
を
救
済
す
る
た
め
、
藩
邸
は
次
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ

た
。
文
化
一
三
年
一
二
月
、
定
府
の
者
百
石
に
つ
き
利
息
一
分
で
二
十
両
を
貸
し
付

け
、
知
行
米
に
よ
り
七
年
賦
で
返
済
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
弘
化
二

(
)

年
（
一
八
四
五
）
、
救
済
策
の
布
達
が
あ
り
、
定
府
の
養
子
縁
組
・
長
屋
移
替
・
葬

式
の
際
の
拝
借
金
が
数
口
に
わ
た
り
混
乱
を
生
じ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
、
そ
の
年

の
借
財
は
、
翌
年
よ
り
三
年
賦
で
返
納
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

(
)

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
で
の
生
活
は
、
消
費
を
強
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
病
気
の

薬
料
、
さ
ら
に
葬
式
の
費
用
が
重
な
る
と
、
町
方
か
ら
の
借
財
と
弘
前
藩
邸
か
ら
の

拝
借
金
で
急
場
を
凌
ぐ
よ
り
方
法
が
な
か
っ
た
。
弘
前
藩
邸
の
方
は
、
藩
士
の
個
人

的
な
借
財
が
町
方
か
ら
江
戸
町
奉
行
所
へ
の
訴
訟
と
な
る
の
を
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
こ
と
が
出
来
ず
、
知
行
米
か
ら
年
賦
で
返
済
さ
せ
る
方
法
で
解
決
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
、
江
戸
に
お
け
る
武
家
奉
公
人
に
つ
い
て
、
国
元
と
の
違
い
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
。

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
、
ア
イ
ヌ
の
蜂
起
が
あ
り
、
弘
前
藩
は
幕
府
か
ら
出
兵

を
命
じ
ら
れ
、
軍
団
を
組
織
し
、
同
九
年
以
降
は
継
続
し
て
警
固
に
あ
た
っ
た
。
浅

倉
有
子
氏
は
、
同
九
年
の
蝦
夷
地
出
兵
の
際
、
各
藩
士
が
従
者
・
機
械
持
夫
を
自
力

で
確
保
で
き
ず
、
藩
権
力
の
手
を
借
り
て
掃
除
小
人
、
御
蔵
・
給
地
百
姓
か
ら
補
完

で
き
た
と
す
る
。
ま
た
、
文
化
八
年
の
新
軍
役
規
定
で
は
、
百
石
取
り
の
藩
士
が
従

(
)

者
二
人
の
内
、
一
人
は
自
己
負
担
、
一
人
は
藩
か
ら
の
貸
人
と
定
め
ら
れ
、
自
己
負

担
の
従
者
を
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
藩
庁
が
貸
人
の
給
金
を
知
行
米
か
ら
差
し
引

く
こ
と
で
可
能
に
な
っ
た
と
す
る
。

武
家
奉
公
人
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
寛
政
二
年
、
足
軽
・
小
人
の
子
・
兄
弟
か
ら

補
充
す
る
方
針
は
実
現
で
き
ず
、
同
一
〇
年
に
は
町
・
在
方
か
ら
三
五
人
を
加
え
て

い
る
。
文
化
六
年
、
掃
除
小
人
の
質
的
低
下
か
ら
、
不
足
分
二
〇
人
を
、
掃
除
方
・

勘
定
小
頭
・
目
付
が
立
会
い
、
骨
柄
・
力
量
を
見
定
め
て
か
ら
補
充
し
て
い
る
。
戦

(
)

時
に
お
い
て
は
、
藩
庁
が
役
高
に
応
じ
て
貸
人
を
提
供
し
、
新
軍
役
規
定
で
は
従
者

の
二
分
の
一
と
武
具
を
貸
与
す
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
軍
団
を
組
織
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
平
時
に
お
い
て
各
役
所
へ
の
加
勢
と
し
て
の
貸
人
は
み
ら
れ
た
が
、
個

人
的
な
理
由
に
よ
る
貸
人
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
文
政
五
年
（
一
八
二

二
）
、
貴
田
十
郎
右
衛
門
が
江
戸
で
大
病
に
陥
り
、
倅
秀
平
か
ら
江
戸
ま
で
の
旅
に

不
案
内
の
た
め
、
足
軽
か
掃
除
小
人
の
拝
借
願
い
が
出
て
許
可
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
理
由
の
と
き
は
特
別
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

江
戸
藩
邸
に
お
け
る
貸
人
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
布
達
が
出
て
い
る
。

〔
史
料

〕「
江
戸
日
記
」
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
七
月
一
日
条

1
一
、
百
石
之
面
々
、
定
り
之
御
扶
持
方
外

ハ

不
被
下
置
候
、
其
外
も
其
通

ニ

候
、

自
今
以
後
百
石
士
御
使
者
等

ニ

罷
出
候
節

ハ

、
御
足
軽
壱
人
、
挟
箱
持
壱
人
、

道
具
持
壱
人
、
以
上
三
人
宛
御
借
被
成
候
、

百
石
取
り
の
藩
士
に
は
定
め
ら
れ
た
扶
持
以
外
の
手
当
は
支
給
し
な
い
の
で
、
使
者

に
立
つ
と
き
は
藩
邸
の
方
で
足
軽
・
挟
箱
持
・
道
具
持
の
三
人
を
貸
人
と
し
て
用
意

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
は
使
者
に
対
す
る
貸
人
は
、

上
屋
敷
の
手
明
の
小
人
か
ら
出
し
て
い
る
。
同
四
年
、
物
頭
以
外
に
馬
小
屋
が
無
く
、

(
)
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国
元
か
ら
馬
を
連
れ
て
き
て
い
な
い
の
で
、
用
向
き
の
あ
る
時
は
藩
邸
に
貸
馬
、
馬

の
口
取
り
を
申
し
入
れ
る
よ
う
し
て
い
る
。
寛
保
元
年
に
は
使
者
に
供
す
る
貸
人
の

(
)

衣
類
が
見
苦
し
く
、
月
代
を
剃
っ
て
い
な
い
者
も
あ
り
、
衣
類
・
帯
を
相
応
の
も
の

に
す
る
よ
う
勧
告
が
出
て
い
る
。
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
、
目
付
か
ら
、
使
者
に

(
)

立
つ
者
の
又
者
が
病
気
の
た
め
貸
人
を
連
れ
る
場
合
は
、
理
由
を
示
す
よ
う
に
指
示

が
出
て
い
る
。
宝
永
三
年
、
桜
庭
伝
助
に
殺
害
さ
れ
た
清
野
九
兵
衛
に
は
、
若
党
平

(
)

沢
曽
右
衛
門
・
中
間
吉
右
衛
門
・
小
者
久
助
の
他
に
常
付
御
国
小
人
小
三
郎
が
お
り
、

小
人
は
藩
邸
か
ら
御
金
奉
行
職
遂
行
の
た
め
の
付
人
で
あ
り
貸
人
で
は
な
い
。

(
)

国
元
で
は
戦
時
に
お
い
て
貸
人
が
み
ら
れ
る
が
、
江
戸
で
は
平
時
に
お
い
て
、
藩

士
は
藩
邸
か
ら
の
貸
人
に
よ
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
役
務
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
理

解
で
き
よ
う
。

土
佐
藩
で
は
、
若
党
・
鑓
持
・
挟
箱
持
を
雇
い
、
他
の
藩
士
か
ら
又
者
を
借
り
て

役
務
を
果
た
し
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
が
、
貸
人
制
度
は
み
ら
れ
な
い
。

(
)

弘
前
藩
で
、
こ
の
他
に
貸
人
が
認
め
ら
れ
た
具
体
例
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
明
和

三
年
（
一
七
六
六
）
、
用
人
吉
村
場
左
衛
門
は
、
国
元
へ
帰
る
に
あ
た
っ
て
、
交
替

に
よ
る
国
下
り
の
掃
除
小
人
の
内
か
ら
、
貸
人
四
人
を
申
請
し
て
い
る
。
安
永
三
年
、

勘
定
人
葛
西
佐
左
衛
門
は
、
病
気
に
よ
り
国
元
へ
帰
る
際
、
掃
除
小
人
を
貸
人
と
し

て
願
い
出
て
い
る
。
寛
政
五
年
、
中
小
姓
・
右
筆
手
伝
小
山
内
利
門
は
、
同
役
と
み

(
)

ら
れ
る
木
立
茂
助
と
二
人
で
又
者
一
人
を
連
れ
て
江
戸
詰
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

小
山
内
が
病
気
に
な
っ
た
た
め
、
木
立
の
方
か
ら
弘
前
藩
邸
へ
貸
人
願
が
出
さ
れ
て

い
る
。

(
)文
久
二
年
の
規
則
で
は
、
勤
番
の
者
の
又
者
が
病
死
の
際
、
貸
人
で
あ
る
掃
除
小

人
一
人
当
た
り
の
三
〇
日
の
給
金
の
内
、
三
分
の
一
は
藩
邸
よ
り
支
給
し
、
残
り
一

歩
二
匁
六
分
は
自
己
負
担
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
勤
番
の
者
よ
り
自
己
負
担
な
し
で

(
)

の
貸
人
を
願
い
出
た
が
、
藩
邸
は
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
の
際
の
貸
人
は
三
〇

日
を
限
り
と
し
、
こ
の
間
に
又
者
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
年
、
弘

前
藩
大
坂
屋
敷
の
勘
定
小
頭
へ
の
貸
人
が
病
死
し
、
江
戸
藩
邸
か
ら
新
た
に
掃
除
小

人
一
人
を
派
遣
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
国
下
り
、
病
下
り
、
又
者
が
病
気
の
際
に
藩
邸
は
貸
人
を
認

め
て
い
る
。
こ
の
中
で
又
者
が
病
気
の
際
の
貸
人
は
、
給
金
の
三
分
の
二
を
自
己
負

担
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

江
戸
藩
邸
で
は
武
家
奉
公
人
の
不
足
を
、
国
元
か
ら
補
充
し
よ
う
と
し
て
、
天
明

二
年
（
一
七
八
二
）
、
掃
除
小
人
一
〇
人
を
要
請
し
て
い
る
。
国
元
で
は
、
鷹
付
人

(
)

と
し
て
一
〇
人
を
江
戸
へ
向
か
わ
せ
た
後
で
あ
り
、
新
規
召
抱
え
を
行
っ
て
江
戸
か

ら
の
要
求
に
応
え
て
い
る
。
ま
た
、
寛
政
五
年
、
江
戸
か
ら
二
〇
人
の
要
請
が
あ
っ

た
が
、
掃
除
小
人
の
多
く
を
蝦
夷
地
警
備
の
た
め
派
遣
し
て
お
り
、
帰
還
次
第
、
江

戸
に
向
か
わ
せ
る
と
答
え
て
い
る
。
天
保
四
年
、
国
元
が
凶
作
に
よ
り
掃
除
小
人
の

(
)

派
遣
を
断
っ
て
い
る
。
安
政
二
年
、
安
政
江
戸
地
震
の
復
興
へ
の
派
遣
か
ら
、
国
元

で
も
掃
除
小
人
六
〇
人
余
が
不
足
し
、
各
役
所
へ
の
加
勢
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
穴

埋
め
を
し
て
い
る
。

(
)

国
元
で
は
、
蝦
夷
地
警
備
や
凶
作
と
い
っ
た
状
況
下
に
あ
る
時
は
、
江
戸
か
ら
の

掃
除
小
人
増
員
の
要
請
に
応
ず
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
蝦
夷
地
と
江
戸
に
派
遣

す
る
掃
除
小
人
に
質
的
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
貸
人
制
度
の
ほ
か
に
、
武
具
の
貸
与
が
あ
る
。
国
元
で
は
蝦
夷
地
警
備
の
軍

団
を
組
織
す
る
際
、
組
に
よ
っ
て
は
甲
冑
所
持
が
二
人
だ
け
で
、
藩
か
ら
の
貸
与
が

な
け
れ
ば
役
務
を
果
た
せ
な
い
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
江
戸
で
も
、
嘉
永
六
年
、
幕
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府
か
ら
の
内
意
で
、
異
国
船
が
内
海
へ
侵
入
し
た
時
に
、
東
葛
西
の
防
備
に
当
た
る

た
め
、
士
大
将
等
に
兵
士
三
〇
騎
を
加
え
た
軍
団
を
組
織
し
た
。
そ
し
て
、
御
目
見

(
)

以
下
ま
で
火
事
装
束
を
着
し
て
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
江
戸
に
は
武
具
は
持
参

し
て
い
な
い
た
め
、
藩
邸
が
甲
冑
七
〇
領
を
国
元
か
ら
取
り
寄
せ
、
鉄
砲
・
大
小
一

〇
〇
腰
は
江
戸
で
買
い
入
れ
貸
与
し
て
い
る
。
平
時
・
戦
時
を
問
わ
ず
、
藩
士
は
貸

人
・
武
具
の
貸
与
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
役
務
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

よ
う
。

江
戸
に
お
け
る
武
家
奉
公
人
の
確
保
は
人
宿
を
通
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
人
宿
は
、

桂
庵
・
入
口
・
口
入
・
奉
公
人
宿
・
肝
煎
宿
等
よ
ば
れ
、
奉
公
人
の
斡
旋
・
仲
介
を

お
こ
な
っ
た
。
番
組
人
宿
組
合
を
組
織
し
、
抱
元
と
し
て
江
戸
へ
の
流
入
民
を
寄
子

と
し
て
プ
ー
ル
し
て
お
き
、
武
家
方
・
町
方
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
供
給
す
る
場
合

と
、
在
方
に
手
代
を
派
遣
し
、
村
役
人
を
抱
元
と
し
て
寄
子
を
募
集
す
る
場
合
が
あ

っ
た
。
こ
の
際
、
抱
元
は
生
国
村
・
年
齢
・
宗
旨
・
檀
那
寺
を
記
し
た
奉
公
人
請
状

を
奉
公
先
へ
提
出
し
、
寄
子
の
給
金
の
受
け
渡
し
や
世
話
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
奉

公
人
の
身
許
保
証
人
に
な
る
請
人
に
は
、
家
主
・
五
人
組
・
店
請
人
・
同
じ
店
子
の

者
が
な
り
、
人
主
に
は
、
親
・
兄
・
親
類
の
者
が
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

弘
前
藩
邸
で
は
、
江
戸
足
軽
・
長
柄
之
者
の
請
状
に
請
人
・
人
主
、
小
人
の
請
状

に
入
口
の
裏
書
押
印
を
要
求
し
た
。
こ
の
請
状
に
藩
邸
は
一
分
を
支
払
い
、
入
口
二

(
)

人
が
二
朱
ず
つ
受
取
っ
て
判
を
押
し
、
請
人
は
押
印
を
せ
ず
金
銭
も
受
け
取
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
入
口
が
藩
邸
と
の
交
渉
の
責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

寛
保
元
年
、
江
戸
小
人
の
三
部
屋
の
部
屋
毎
に
、
部
屋
頭
・
役
割
・
食
焚
・
水
汲
が

一
人
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
て
、
部
屋
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。

(
)

次
に
、
江
戸
藩
邸
の
上
総
小
人
を
取
り
上
げ
る
。
江
戸
抱
え
で
あ
る
こ
と
が
明
確

に
わ
か
る
こ
と
と
、
藩
邸
内
で
死
亡
し
た
時
、
請
人
が
引
き
取
り
埋
葬
す
る
も
の
の
、

江
戸
藩
邸
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
か
を
み
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

寛
保
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
分
限
帳
に
、
入
口
と
し
て
政
田
屋
嘉
兵
衛
・
万
屋
平

衛
門
の
二
人
が
あ
り
、
上
総
小
人
一
五
〇
人
を
一
人
二
両
二
朱
・
一
人
半
扶
持
で
抱

え
て
い
る
。
ま
た
、
御
貸
馬
口
取
二
一
人
、
自
分
抱
の
炊
飯
一
八
人
の
武
家
奉
公
人

(
)

も
存
在
し
て
い
た
。
上
総
小
人
部
屋
設
置
の
上
限
は
確
認
で
き
な
い
が
、
延
宝
期
か

ら
こ
れ
ま
で
の
間
に
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
上
総
小
人
を
抱
え
込
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
同
三
年
、
藩
邸
は
、
小
人
が
老
年
で
参
勤
交
代
の
荷
物
を
担
ぎ
か
ね
て
い
る

た
め
、
国
元
よ
り
壮
年
の
者
を
呼
び
寄
せ
る
計
画
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
武

家
奉
公
人
の
質
的
低
下
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
四
年
に
は
、
上
総
の
世

話
人
に
三
両
を
渡
し
、
上
総
小
人
五
〇
人
の
募
集
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
文
政
一
一

年
は
藩
主
が
在
府
の
年
で
、
小
人
二
五
〇
人
が
存
在
す
る
も
の
の
、
掃
除
小
人
・
上

総
小
人
が
不
足
し
、
国
元
や
日
雇
い
で
補
充
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
天
保
二
年
に
は

(
)

病
身
・
病
死
の
補
充
に
七
〇
人
、
同
四
年
に
は
凶
作
の
国
元
か
ら
掃
除
小
人
を
補
充

で
き
ず
、
翌
年
に
は
上
総
小
人
か
ら
重
年
の
者
を
調
査
し
た
上
で
、
七
〇
人
を
改
め

て
抱
え
直
し
て
い
る
。
上
総
小
人
は
一
季
・
半
季
抱
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
久
二

年
に
は
五
人
を
月
抱
え
に
し
て
急
場
を
し
の
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

嘉
永
六
年
、
幕
府
が
ロ
シ
ア
と
和
親
条
約
を
結
ぶ
と
、
東
北
諸
藩
は
蝦
夷
地
の
警

備
を
命
じ
ら
れ
た
。
弘
前
藩
も
函
館
・
寿
都
の
陣
屋
の
警
備
に
あ
た
る
と
、
掃
除
小

人
を
江
戸
へ
派
遣
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
。
国
元
で
は
、
蝦
夷
地
警
備

や
凶
作
と
い
っ
た
状
況
下
に
あ
る
時
は
、
江
戸
か
ら
の
要
請
に
応
ず
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。
藩
邸
の
武
家
奉
公
人
は
、
国
元
か
ら
だ
け
で
は
補
充
で
き
ず
、
そ
の
分

江
戸
で
抱
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
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文
政
一
一
年
、
藩
邸
は
上
総
小
人
の
代
理
に
な
っ
た
信
州
小
人
の
不
始
末
を
抱
元

で
あ
る
播
磨
屋
銀
次
郎
に
処
理
さ
せ
て
い
る
。
安
政
元
年
、
大
坂
で
の
働
き
が
認
め

(
)

ら
れ
、
藩
邸
よ
り
褒
美
を
受
け
た
商
人
の
中
に
播
磨
屋
半
助
・
祐
助
・
善
兵
衛
、
元

治
元
年
に
薪
炭
を
納
入
す
る
播
磨
屋
半
兵
衛
の
名
前
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら

は
播
磨
屋
を
名
乗
る
同
族
と
み
ら
れ
る
。
播
磨
屋
は
、
武
家
奉
公
人
の
斡
旋
の
他
、

炭
屋
等
の
商
買
を
通
じ
て
、
弘
前
藩
邸
と
の
関
係
を
密
接
に
し
て
い
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
安
政
六
年
、
番
組
人
宿
四
一
〇
人
の
中
に
麹
町
一
丁
目
播
磨
屋
五
兵
衛

の
名
前
が
見
え
る
が
、
銀
次
郎
と
同
族
で
あ
っ
た
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
播

(
)

磨
屋
宗
七
は
、
雇
頭
と
し
て
弘
前
藩
邸
よ
り
手
当
を
得
て
、
上
総
の
抱
元
へ
上
総
小

人
の
募
集
に
出
か
け
て
い
る
。
銀
次
郎
と
同
族
で
あ
り
手
代
と
し
て
働
い
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。
天
保
一
〇
年
、
雇
小
人
直
之
助
が
悪
事
に
よ
り
町
奉
行
の
取
り
扱
い
に

な
り
、
病
気
で
品
川
溜
に
移
さ
れ
て
死
亡
し
た
。
宗
七
は
寄
子
で
あ
っ
た
直
之
助
を

(
)

貰
い
受
け
て
片
付
け
て
お
り
、
弘
前
藩
邸
は
諸
入
用
と
し
て
一
両
を
支
給
し
て
い
る
。

弘
化
三
年
、
弘
前
藩
目
付
は
、
藩
邸
の
門
前
で
倒
れ
た
金
毘
羅
帰
り
の
波
岡
村
の
百

姓
を
半
七
へ
預
け
、
薬
料
・
賄
料
は
、
国
元
で
取
り
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
同

(
)

三
年
、
雇
頭
宗
七
は
、
一
〇
代
藩
主
信
順
の
室
金
姫
が
生
家
田
安
家
へ
外
出
す
る
に

あ
た
り
、
人
夫
が
不
足
し
、
一
人
平
日
の
三
人
前
増
し
で
、
一
七
六
人
分
二
九
両
一

分
を
受
け
取
っ
た
が
、
補
充
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
文
久
元
年
、
和
宮
の
江
戸
到

(
)

着
に
よ
り
江
戸
中
の
人
夫
が
払
底
し
て
、
各
藩
で
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
が
、
弘

前
藩
で
は
一
一
月
一
三
日
か
ら
一
六
日
に
か
け
て
、
人
夫
足
止
銭
一
日
三
〇
〇
文
、

三
四
人
分
を
用
意
し
て
い
る
。
嘉
永
三
年
、
門
前
の
捨
て
子
を
宗
七
が
弘
前
藩
邸
か

(
)

ら
預
か
り
、
諸
入
用
一
両
を
渡
さ
れ
た
が
、
後
に
貰
い
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
手
当

二
両
、
合
わ
せ
て
三
両
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
安
政
元
年
、
親
の
仇
討
ち
を
し
た
赤

(
)

石
愛
太
郎
の
葬
式
が
弘
前
藩
邸
の
出
費
で
行
わ
れ
た
が
、
宗
七
は
石
碑
の
建
立
か
ら

開
眼
供
養
ま
で
を
任
さ
れ
、
三
両
一
分
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。
同
三
年
、
上
総
小
人

文
八
が
、
藩
士
水
木
雄
之
進
の
路
用
金
三
両
を
盗
ん
で
逃
亡
す
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。

(
)

宗
七
は
半
分
の
一
両
二
分
を
立
て
替
え
、
上
総
の
抱
元
と
み
ら
れ
る
名
主
へ
交
渉
に

で
か
け
、
調
査
後
に
半
金
を
支
払
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
文
久
元
年
に
は
、
鳶
之
者

・
人
夫
の
印
半
天
・
半
被
・
股
引
の
注
文
を
引
き
受
け
て
い
る
。

(
)

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
宗
七
は
雇
頭
の
仕
事
の
ほ
か
、
犯
罪
人
の
処
理
、
国

元
か
ら
の
旅
人
の
保
護
、
捨
て
子
な
ど
に
対
応
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
藩
邸
の
周
辺
で

起
こ
る
問
題
解
決
に
、
宗
七
の
よ
う
な
存
在
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

天
保
六
年
、
上
総
部
屋
役
割
寺
田
紋
蔵
は
、
数
年
来
の
働
き
が
認
め
ら
れ
、
小
頭

と
し
て
新
規
召
抱
と
な
り
、
二
両
二
朱
二
人
扶
持
・
勤
料
一
両
が
与
え
ら
れ
、
元
治

元
年
に
は
向
屋
敷
に
住
み
、
屋
敷
の
出
入
り
の
取
り
締
ま
り
に
あ
た
っ
て
い
る
。
文

(
)

久
元
年
に
は
務
め
振
り
が
認
め
ら
れ
、
掃
除
頭
格
に
昇
進
し
て
お
り
、
小
頭
と
し
て

精
勤
す
れ
ば
、
一
代
限
り
で
は
あ
る
が
身
分
の
上
昇
が
認
め
ら
れ
た
。
金
沢
藩
で
は
、

武
家
奉
公
人
は
給
人
知
行
所
か
人
宿
よ
り
確
保
し
て
き
た
が
、
な
か
に
は
譜
代
奉
公

に
取
り
立
て
ら
れ
る
者
も
出
て
き
て
い
る
。
弘
前
藩
で
は
足
軽
・
掃
除
小
人
の
譜
代

(
)

は
認
め
ら
れ
ず
、
親
類
縁
者
は
改
め
て
新
規
抱
え
の
取
り
扱
い
と
な
り
、
一
代
限
り

の
も
の
で
あ
っ
た
。

元
治
元
年
、
弘
前
藩
邸
は
、
江
戸
組
人
宿
遠
州
屋
吉
右
衛
門
か
ら
、
家
屋
類
焼
に

よ
り
二
五
両
の
借
財
の
願
い
出
に
対
し
、
武
家
奉
公
人
の
給
金
か
ら
五
年
賦
で
返
納

さ
せ
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。
弘
前
藩
の
江
戸
に
お
け
る
武
家
奉
公
人
の
確
保
に

(
)

つ
い
て
は
、
文
政
一
一
年
、
藩
邸
は
五
〇
人
の
小
人
不
足
か
ら
、
信
州
小
人
抱
え
入
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れ
の
審
議
を
し
た
も
の
の
、
人
入
株
が
な
い
た
め
に
困
難
と
結
論
付
け
て
い
る
。
こ

(
)

れ
は
、
出
入
り
の
人
宿
が
、
信
州
小
人
の
人
入
株
を
所
持
し
て
い
な
い
た
め
と
み
ら

れ
る
。

弘
前
藩
邸
出
入
れ
の
人
宿
と
し
て
政
田
屋
・
万
屋
・
遠
州
屋
・
播
磨
屋
が
存
在
し

た
。
上
総
小
人
に
関
し
て
は
、
主
に
播
磨
屋
が
請
け
負
っ
て
お
り
、
高
松
藩
の
よ
う

に
藩
士
が
直
接
上
総
へ
出
か
け
る
こ
と
は
せ
ず
、
播
磨
屋
を
通
じ
て
抱
え
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
国
元
の
凶
作
や
蝦
夷
地
警
備
の
状
況
や
、
江
戸
の

政
治
・
社
会
情
勢
に
左
右
さ
れ
、
賃
金
の
高
騰
な
ど
か
ら
武
家
奉
公
人
の
確
保
は
困

難
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
弘
前
藩
邸
の
又
者
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と

こ
ろ
で
は
、
弘
前
藩
邸
で
家
老
に
用
達
一
人
・
侍
四
人
、
用
人
に
用
達
一
人
・
侍
二

人
、
御
金
奉
行
に
若
党
・
中
間
・
小
者
各
一
人
の
存
在
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
百

石
取
り
の
藩
士
二
人
で
、
国
元
か
ら
又
者
一
人
を
連
れ
て
く
る
例
も
あ
っ
た
。

又
者
の
片
道
中
を
次
の
史
料
か
ら
み
て
い
く
。

〔
史
料

〕「
江
戸
日
記
」
寛
政
七
年
五
月
一
九
日
条

2
一
、
今
日
御
目
付
触
左
之
通
、

覚

御
家
中
之
面
々
、
御
参
府
御
供
登
、
其
外
交
代
登
等
之
節
、
御
国
元

ニ

而
家
来
召
抱
片
道
中
之
積

ニ

而
召
連
罷
登
、
江
戸
着
後
家
来
暇
出
候
儀
、

前
々
御
触
も
有
之
処
、
近
年
猥
暇
差
出
候
族
も
有
之
旨
相
聞
候
間
、
以

来
左
之
通
、

一
、
一
躰
片
道
中
召
連
候
者

ニ

候
共
、
於
江
戸
表
一
通

ニ

暇
不
差
出
候
様
、
併

右
之
者
江
戸
家
中

江

奉
公
相
ゟ
、
翌
年
御
下
向
之
節
迄
、
江
戸
家
中

ニ

而

召
抱
置
、
御
下
向
御
供
下
之
族
、
又
々
道
中
召
連
罷
下
候
儀
者
勝
手
次

第
、
他
所
奉
公
之
儀
者
堅
差
留
申
付
候
、

一
、
道
中
無
僕

ニ

而
者
不
相
成

ニ

付
、
無
拠
召
連
罷
登
候
へ
共
、
此
節
之
儀
故
、

江
戸
着
後
召
仕
候
儀
も
不
相
成
、
暇
差
遣
候
族
も
可
有
之
、
左
様
之
類
、

又
ハ

翌
年
御
供
下
り
迄
召
仕
候
筈

ニ

而
召
連
参
候
家
来
、
若
江
戸
表

ニ

而

暇
不
差
出
候
而
不
叶
訳
有
之
候

ハ
ヽ

、
其
子
細
御
目
付
方

江

申
出
、
承
届

候
上
暇
差
出
候
様
、
左
候
ヘ
者
右
暇
出
候
家
来
、
掃
除
方

江

御
預
之
上

御
賄
被
下
置
、
日
々
御
雇
代
り
申
付
、
御
下
向
之
節
御
行
列
方
并
掃
除

頭
ニ

而
宿
雇
之
者

江

割
入
、
御
下

シ

申
付
候
、

一
、
却
而
御
国
元
ゟ
召
連
罷
登
候
家
来
、
病
気
等

ニ

而
御
国
元

江

差
下
候

ハ
ヽ

、

是
又
御
目
付
方

江

申
出
、
指
図
を
受
差
下
候
様
申
付
候
、
此
旨
共
可
被

申
触
候
、
以
上
、

四
月

御
目
付
中

但
、
何
之
誰
家
来
病
気

ニ

付
、
御
国
元

江

差
下
候
訳
、
爰
元
御
目
付
ゟ
御
国
元
御

目
付

江

送
状
差
出
、
何
連
御
〆
宣
様
取
扱
候
様
、
口
達

ニ

而
申
付
候
、

こ
の
内
容
を
六
点
に
ま
と
め
る
。

①
参
勤
に
同
行
し
た
又
者
を
江
戸
で
召
放
す
の
は
禁
止
す
る
。

②
翌
年
の
国
下
り
ま
で
、
藩
邸
内
で
の
奉
公
は
認
め
る
が
、
他
所
へ
の
奉
公
は
禁
止

す
る
。

③
召
放
し
の
理
由
を
目
付
へ
申
し
出
て
、
承
認
を
得
る
。

④
召
放
さ
れ
た
又
者
を
掃
除
方
へ
置
き
、
賄
い
を
与
え
日
雇
い
と
す
る
。

⑤
藩
主
が
国
元
へ
帰
る
時
、
掃
除
方
の
宿
雇
に
含
め
て
連
れ
帰
る
。

⑥
病
気
の
又
者
を
国
下
り
さ
せ
る
時
は
、
目
付
の
指
示
を
仰
ぐ
。
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勤
番
が
又
者
を
片
道
中
で
召
抱
え
、
江
戸
到
着
後
に
召
放
つ
た
め
、
伊
勢
参
宮
へ
廻

る
者
、
他
家
へ
奉
公
し
て
病
気
に
な
り
弘
前
藩
邸
の
世
話
に
な
る
者
が
出
て
き
た
。

以
前
か
ら
の
布
達
を
改
め
て
出
し
た
も
の
で
、
取
り
締
ま
り
の
強
化
と
又
者
の
救
済

に
あ
っ
た
。
勤
番
が
参
勤
に
又
者
を
同
行
す
る
の
は
体
面
上
で
あ
り
、
経
済
的
余
裕

の
無
さ
が
原
因
と
み
ら
れ
、
こ
こ
に
も
貸
人
制
度
が
な
け
れ
ば
役
務
を
遂
行
出
来
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
他
、
江
戸
抱
え
の
又
者
も
存
在
し
た
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
、
目
付
よ

り
藩
士
に
対
し
、
江
戸
抱
え
の
又
者
が
欠
落
し
た
際
、
請
人
・
人
主
を
書
付
け
提
出

す
る
よ
う
布
達
が
出
て
い
る
。
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
、
藩
士
山
田
権
大
夫
は
、

(
)

請
人
徳
右
衛
門
、
下
請
を
久
大
夫
と
す
る
八
助
を
又
者
と
し
て
抱
え
た
。
八
助
は
久

大
夫
の
下
請
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
町
奉
行
よ
り
久
大
夫
を
、
お
尋
ね

者
と
し
て
連
絡
し
て
き
た
た
め
、
弘
前
藩
邸
が
協
議
し
、
藩
主
へ
報
告
の
上
、
八
助

に
暇
を
出
し
、
請
人
徳
右
衛
門
に
預
證
文
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
又
者
の
実
態
に
つ

(
)

い
て
、
こ
れ
以
上
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

弘
前
藩
の
武
家
奉
公
人
に
つ
い
て
は
、
『
幕
末
明
治
女
百
話
（
上
）
』
に
、
「
本
所

に
す
ぎ
た
る
も
の
が
二
つ
あ
り
、
津
軽
屋
敷
に
す
み
や
し
ほ
ば
ら
」
と
あ
り
、
次
の

よ
う
な
話
が
載
せ
ら
れ
て
あ
る
。
本
所
で
は
、
津
軽
屋
敷
が
大
き
く
て
悪
い
足
軽
・

(
)

中
間
が
巣
を
つ
く
っ
て
町
人
を
苛
め
た
の
と
、
塩
原
多
助
の
炭
屋
が
繁
昌
し
て
い
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
津
軽
の
さ
し
売
り
は
有
名
で
、
戊
辰
戦
争
の
こ
ろ

部
屋
頭
が
駕
籠
に
乗
っ
て
強
請
り
に
き
た
り
、
藩
主
の
供
先
を
切
っ
た
こ
と
か
ら
御

供
頭
が
懸
け
合
い
に
き
て
一
〇
両
取
ら
れ
た
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
武
家
奉
公
人
の

手
の
つ
け
ら
れ
な
い
が
さ
つ
な
様
子
が
伺
え
る
。

弘
前
藩
邸
内
に
住
む
人
に
つ
い
て
は
、
目
付
が
把
握
す
る
機
密
に
属
す
る
こ
と
で

あ
り
、
な
か
で
も
奥
向
き
に
関
す
る
こ
と
は
、
特
に
秘
密
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い

る
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
藩
士
の
江
戸
で
の
役
務
遂
行
は
、
平
時
に
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
の
抱
え
る
又
者
だ
け
で
は
無
理
で
、
貸
人
に
よ
り
可
能
と

な
っ
た
。

武
家
奉
公
人
を
国
元
の
弘
前
か
ら
供
給
す
る
こ
と
が
、
国
元
の
政
治
・
社
会
情
勢

か
ら
困
難
に
な
る
と
、
必
然
的
に
江
戸
で
人
宿
を
通
し
て
補
充
し
て
い
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
こ
に
は
、
奉
公
人
の
欠
落
・
犯
罪
に
よ
る
質
的
低
下
や
給
金
の
高
騰
に

よ
る
財
政
の
窮
乏
な
ど
、
多
面
に
わ
た
る
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ

う
。（

）
病
下
り

2
弘
前
藩
邸
内
で
病
気
し
た
場
合
、
定
府
は
家
族
が
看
病
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
勤
番
は
同
室
の
者
が
看
病
に
あ
た
り
、
回
復
し
な
い
時
に
病
下
り
を
願
い
出
て

い
る
。
目
付
對
馬
又
吉
は
、
寛
政
五
年
六
月
二
一
日
よ
り
腹
痛
で
病
欠
し
て
い
た
が
、

腹
痛
は
回
復
し
た
も
の
の
浮
腫
が
現
れ
て
き
た
。
八
月
八
日
に
病
下
願
い
を
出
し
、

(
)

こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
末
期
願
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
四
七
日
を
要
し

て
い
る
。
藩
邸
は
国
下
り
が
予
定
さ
れ
て
い
る
陸
尺
小
頭
木
村
源
右
衛
門
に
、
付
添

見
継
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
拝
借
金
は
、
役
職
を
考
慮
し
て
駕
籠
料
等
と
し
て
三
両
、

予
備
の
不
時
金
一
両
、
病
気
中
の
支
払
い
に
二
両
を
認
め
、
国
元
で
知
行
米
か
ら
返

納
さ
せ
る
よ
う
取
り
計
ら
っ
た
。
一
三
日
に
江
戸
を
出
立
し
た
が
、
山
形
城
下
旅
籠

町
で
病
死
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
小
姓
・
右
筆
手
伝
小
山
内
利
門
は
、
同
年
八
月
五

日
よ
り
浮
腫
が
現
わ
れ
、
九
月
二
一
日
に
病
下
願
い
を
出
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て

か
ら
末
期
願
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
四
七
日
を
要
し
て
い
る
。
藩
邸
は
、

(
)
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付
添
い
の
内
諾
を
し
て
い
た
縁
戚
の
諸
手
足
軽
中
村
幸
右
衛
門
に
見
継
を
さ
せ
、
掃

除
小
人
の
貸
人
は
認
め
な
か
っ
た
。
拝
借
金
の
内
不
時
金
の
三
分
だ
け
を
認
め
、
借

財
の
返
却
分
の
方
は
承
認
し
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
寛
政
期
ま
で
は
病
下
り
の
発
病
か
ら
の
日
数
が
決
ま
っ
て
い
な
い

よ
う
に
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
文
化
一
三
年
、
病
下
願
は
一
〇
〇
日
過
ぎ
て
か
ら

提
出
す
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
『
御
用
格
』
に
示
さ
れ
て
あ

(
)

る
。

〔
史
料

〕『
御
用
格
（
第

次
追
録
本
）
上
巻
』
文
化
一
四
年
四
月
二
九
日

3

1

一
、
御
国
元
よ
り
江
戸
詰
之
面
々
病
気

ニ

付
願
之
上
御
国
下
被
仰
付
候
、
然
処
、

去
当
年
は
別
而
病
気
下
願
多

ニ

而
日
数
も
御
国
下
願
候
族
も
有
之
、
病
症

ニ

寄
不
得
止
事
義
乍
申
御
締
合
不
宣
候
間
、
以
来
病
気
百
日
養
生
差
加
、
快

気
不
致
候

ハ
ヽ

病
症
ニ
寄
御
国
下
願
申
出
候
様
、
左
候

ハ
ヽ

向
々
吟
味
之
上
可

被
仰
付
候
、
勿
論
病
気
下
度
々
願
申
出
候
面
々
は
不
勤
御
糺
可
被
仰
付
候
、

猶
又
江
戸
詰
合
計

ニ

も
不
拘
、
江
戸
表
よ
り
御
国
元

江

御
供
下
之
面
々
も
同

様
被
仰
付
旨
御
目
付
触
有
之
、

但
江
戸
表
よ
り
申
来
、
本
文
之
通
御
触
出
被
仰
付
候
、

こ
の
内
容
を
三
点
に
ま
と
め
る
。

①
勤
番
の
者
は
、
こ
れ
ま
で
病
気
に
な
っ
て
か
ら
一
〇
〇
日
を
過
ぎ
た
時
点
で
、
所

属
の
組
頭
を
通
し
て
病
下
願
を
申
し
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

②
取
り
締
ま
り
が
緩
ん
で
い
る
の
で
、
以
後
は
一
〇
〇
日
を
過
ぎ
て
快
気
に
至
ら
な

い
時
、
国
下
願
を
出
す
よ
う
に
す
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
病
気
養
生
が
百
日
を
過
ぎ
て
回
復
し
な
い
時
に
国
下
願
を
提
出
し
、

吟
味
の
う
え
許
可
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
文
政
六
年
に
は
行
駄
駕
籠
の
不
正
使
用

が
問
題
に
な
り
、
支
配
頭
・
医
者
に
対
し
吟
味
を
徹
底
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
安

政
三
年
に
は
、
文
政
年
間
の
目
付
触
が
守
ら
れ
な
い
と
し
て
、
同
じ
内
容
の
触
が
出

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
徹
底
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

文
政
一
一
年
、
諸
手
足
軽
川
村
軍
平
は
、
乗
馬
が
無
理
な
た
め
、
行
駄
駕
籠
の
使

用
を
願
い
出
た
が
、
藩
邸
は
医
者
に
よ
る
診
断
書
の
添
付
を
命
じ
、
そ
の
後
に
許
可

が
出
て
い
る
。
こ
の
病
下
願
は
、
病
気
発
生
か
ら
一
〇
〇
日
を
経
過
し
、
所
属
の
組

(
)

頭
を
通
し
、
医
者
の
診
断
書
を
添
え
て
弘
前
藩
邸
に
提
出
し
て
許
可
に
な
っ
て
い
る
。

天
保
一
四
年
六
月
、
勤
番
の
掃
除
小
人
四
人
が
、
病
気
で
仕
事
も
で
き
ず
引
き
籠
も

り
、
一
人
は
寝
た
き
り
で
部
屋
の
連
中
も
迷
惑
を
し
て
い
る
。
酷
暑
を
越
せ
な
い
の

(
)

で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
、
医
者
が
見
聞
し
、
柳
島
御
口
取
役
に
付
添
い
さ
せ
る
こ
と

で
、
病
下
り
の
許
可
が
出
て
い
る
。
拝
借
金
と
し
て
、
行
駄
駕
籠
、
軽
尻
馬
三
匹
分

と
不
時
金
一
分
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

上
田
藩
で
は
、
足
軽
は
五
〇
才
を
過
ぎ
て
剛
健
で
な
い
も
の
は
引
退
さ
せ
、
病
身

で
あ
れ
ば
一
〇
〇
日
は
介
抱
す
る
が
、
そ
れ
以
後
は
打
ち
切
っ
て
他
の
者
に
変
え
て

い
る
。
こ
こ
で
も
病
気
回
復
は
一
〇
〇
日
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
)女

中
の
例
で
は
、
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
、
御
年
寄
嶋
田
が
本
荷
一
駄
分
を

支
給
さ
れ
て
病
下
り
し
て
い
る
。
安
永
四
年
、
女
中
か
つ
が
病
下
り
す
る
と
き
に
、

(
)

家
老
の
取
り
扱
い
で
、
銀
二
枚
と
藩
医
三
木
正
甫
か
ら
の
薬
二
七
〇
服
が
支
給
さ
れ

た
。
銀
二
枚
は
奉
公
の
褒
美
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
嘉
永
五
年
、
御
姫
様
付
女
中
の

召
使
い
と
は
、
病
下
り
で
な
く
暇
を
出
さ
れ
て
国
元
へ
帰
る
場
合
で
あ
る
が
、
交
代

下
り
の
御
住
居
番
人
に
世
話
を
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
路
用
と
し
て
下
一
人
分

(
)

二
分
二
朱
・
六
八
四
文
、
本
馬
一
疋
分
一
両
一
分
二
朱
・
七
一
七
文
、
手
当
一
分
・

四
〇
六
文
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
田
関
所
を
出
る
際
の
女
切
手
は
、
御
留
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守
居
の
扱
い
と
な
り
、
不
時
金
一
分
は
、
親
田
中
小
右
衛
門
か
ら
返
納
さ
せ
る
こ
と

に
し
た
。

病
人
へ
の
付
添
下
り
は
、
安
永
三
年
、
勘
定
人
葛
西
佐
左
衛
門
に
は
、
掃
除
小
人

の
貸
人
が
あ
た
っ
て
い
る
。
寛
政
一
二
年
八
月
、
馬
廻
組
頭
用
人
兼
役
添
田
有
方
の

(
)

場
合
に
は
、
用
人
の
評
議
の
結
果
、
先
例
に
よ
り
医
者
を
付
添
い
さ
せ
て
い
る
。
奥

(
)

州
街
道
矢
吹
宿
に
逗
留
中
、
白
川
藩
は
医
者
を
見
舞
い
に
派
遣
し
た
が
、
同
一
三
日

に
病
死
し
た
。
そ
の
地
の
大
福
寺
（
真
言
宗
豊
山
派
）
に
仮
葬
さ
れ
た
が
、
同
寺
の

過
去
帳
に
記
載
が
な
く
、
親
類
縁
者
が
追
善
供
養
に
訪
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
。文

政
三
年
、
町
大
工
に
は
勤
番
の
古
参
の
者
の
国
下
り
に
あ
た
っ
た
も
の
に
付
添

い
さ
せ
て
い
る
。
弘
化
元
年
、
諸
手
足
軽
工
藤
重
五
郎
の
行
駄
駕
籠
に
よ
る
病
下
り

(
)

は
、
付
添
人
が
な
く
交
代
下
り
ま
で
待
つ
よ
う
に
い
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
病
が
重

(
)

く
な
っ
た
た
め
、
藩
邸
は
親
類
の
工
藤
助
四
郎
に
付
添
い
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

病
人
の
一
人
旅
は
無
理
で
あ
り
、
藩
邸
は
必
ず
親
類
縁
者
・
国
下
り
の
者
・
貸
人

に
付
添
い
さ
せ
て
国
元
へ
帰
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

拝
借
金
に
つ
い
て
は
、
嘉
永
五
年
、
柳
島
御
召
馬
口
取
伝
介
は
、
病
下
り
に
あ
た

り
駕
籠
人
夫
代
一
両
一
分
・
一
貫
五
三
〇
文
、
行
駄
駕
籠
代
一
分
四
六
六
文
、
不
時

金
一
分
、
付
小
人
子
之
助
は
、
軽
尻
馬
賃
銭
一
両
・
一
四
四
文
・
不
時
金
一
分
を
借

り
、
国
元
で
給
金
か
ら
返
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
行
駄
駕
籠
は
作
事
方
が
作
り
、

国
元
で
用
済
み
次
第
、
勘
定
方
へ
返
す
も
の
で
あ
っ
た
。

拝
借
金
・
不
時
金
は
、
国
元
で
知
行
米
・
給
金
で
返
納
す
る
も
の
で
あ
り
、
江
戸

藩
邸
は
藩
用
の
飛
脚
便
で
、
国
元
の
勘
定
奉
行
へ
連
絡
し
て
い
る
。
御
召
馬
口
取
の

武
家
奉
公
人
で
、
病
下
り
に
一
両
三
分
・
一
貫
九
九
六
文
を
必
要
と
し
て
お
り
、
こ

の
返
却
の
工
面
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
こ
と
が
推
察
で
き
よ
う
。

御
目
見
以
下
の
病
下
り
が
多
い
た
め
、
文
政
一
一
年
、
勘
定
奉
行
か
ら
弘
前
藩
邸

内
に
養
生
所
設
立
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
藩
邸
で
は
検
討
し
た
結
果
、
設
立
の
費
用

(
)

と
病
人
の
看
護
を
誰
が
行
う
か
の
二
点
で
取
り
や
め
と
な
っ
た
。

上
総
小
人
部
屋
で
は
、
天
保
五
年
、
風
病
が
流
行
し
五
人
が
死
亡
し
た
た
め
、
藩

で
は
出
入
り
の
江
戸
秋
葉
山
の
修
験
教
寿
院
に
祈
祷
を
命
じ
て
い
る
。
教
寿
院
は
、

(
)

藩
主
家
の
人
の
麻
疹
の
際
の
祈
祷
、
屋
敷
稲
荷
の
初
午
の
祭
事
も
行
い
、
祈
祷
札
の

発
行
を
行
っ
て
い
る
。

安
政
五
年
、
疫
病
が
江
戸
の
町
を
襲
う
と
、
弘
前
藩
邸
は
藩
主
家
の
菩
提
寺
浅
草

常
福
寺
へ
祈
祷
を
依
頼
し
て
い
る
。

(
)

病
名
で
は
、
脚
気
・
浮
腫
・
疝
積
・
麻
疹
・
傷
寒
・
風
邪
・
頭
痛
・
眩
暈
・
瘧
疾

・
瘈
気
・
疫
病
・
疫
癘
・
風
気
が
挙
げ
ら
れ
る
。
松
本
明
知
氏
は
、
浮
腫
病
は
蝦
夷

地
警
備
の
た
め
越
冬
し
た
東
北
諸
藩
の
藩
士
に
続
出
し
て
あ
ら
わ
れ
、
大
腿
が
膨
張

し
て
斑
点
が
出
て
、
歩
行
困
難
と
な
っ
て
死
亡
す
る
も
の
で
、
新
鮮
な
野
菜
を
摂
取

し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
く
る
壊
血
病
と
み
て
い
る
。
病
下
り
で
も
脚
気
・
浮
腫
に
よ
り

(
)

歩
行
困
難
と
な
り
、
行
駄
駕
籠
・
軽
尻
馬
を
用
い
て
い
る
例
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
病
下
り
は
、
一
〇
〇
日
以
上
の
病
気
で
回
復
し
な
い

も
の
が
、
所
属
す
る
頭
と
医
者
の
診
断
書
を
添
え
て
願
を
出
し
、
許
可
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

弘
前
藩
邸
は
、
掃
除
小
人
・
上
総
小
人
に
多
数
の
病
人
が
発
生
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

養
生
所
の
設
置
を
考
え
た
り
、
夏
季
に
枇
杷
葉
湯
を
配
布
し
た
り
し
て
、
対
策
を
立

て
て
い
る
。
医
者
に
見
せ
、
服
薬
さ
せ
る
こ
と
や
、
修
験
に
よ
る
祈
祷
も
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
江
戸
の
町
に
疫
病
が
蔓
延
す
る
と
、
藩
主
家
の
菩
提
寺
へ
祈
祷
を
依
頼
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し
、
そ
の
時
の
祈
祷
札
は
屋
敷
内
の
人
心
の
安
穏
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
。

途
中
で
死
亡
す
る
ほ
ど
衰
弱
し
て
い
る
者
は
、
末
期
願
を
提
出
し
て
か
ら
旅
立
っ

て
い
る
。
末
期
願
に
つ
い
て
次
の
史
料
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

〔
史
料

〕『
御
用
格
寛
政
本
』「
末
期
之
部
」

(
)

4
一
、
各
組
中
病
気
及
大
切
候
分
、
願
之
書
付
差
上
候
節
、
早
々
番
頭
を
差
越
判

形
之
筆
本
為
見
、
無
遅
々
差
上
可
被
申
候
、
若
又
判
形
難
叶
候

ハ

、
面
々

番
頭
病
人

江

致
対
面
、
願
之
通
直

ニ

可
承
候
、
或
は
急
死
頓
死

ニ

而
不
及
右

之
両
様
勿
論
、
兼
而
之
書
置
等
も
無
之
候

ハ

、
其
趣
有
体

ニ

早
速
可
被
申
上

候
事
、天

和
二
年
十
二
月
朔
日

一
、
面
々
組
中
病
気
及
大
切
候
時
分
、
同
組
之
者
、
警
固
之
者
、
早
々
病
人
方

江

差
遣
、
病
気
之
様
子
其
者
之
願
等
具

ニ

承
届
差
置
可
被
申
候
、
惣
而
組
中

病
気
之
節
、
其
品
に
随
ひ
切
々
様
子
相
尋
、
医
者
并
養
生
之
儀
迄
懇

ニ

指

図
可
被
仕
候
事
、
付
養
生
難
叶
相
果
候

ハ

、
其
者

ニ

随
而
死
後
迄
之
指
図
を

も
可
被
申
付
事
、

但
御
旗
奉
行
、
御
持
鑓
奉
行
、
御
持
筒
者
頭

江

相
渡
之
、

天
和
二
年
十
二
月
朔
日

こ
の
内
容
は
次
の
二
点
に
な
る
。

①
末
期
願
の
判
形
見
届
は
番
頭
が
行
い
、
判
形
を
据
え
る
の
が
無
理
な
状
態
で
あ
れ

ば
、
願
の
内
容
を
よ
く
聞
き
報
告
す
る
。

②
病
人
が
出
た
ら
、
同
組
の
者
が
医
者
を
頼
ん
で
世
話
を
し
療
養
さ
せ
、
死
後
の
取

り
片
け
に
つ
い
て
も
指
図
を
聞
い
て
お
く
。

病
人
に
対
す
る
判
形
見
届
の
手
続
き
と
、
同
じ
組
の
者
が
医
者
に
見
せ
、
看
病
に
あ

た
り
、
死
後
の
指
図
も
聞
い
て
置
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
じ
く
『
御
用
格
』
に

見
え
る
明
和
五
年
の
「
末
期
判
元
見
届
御
定
」
に
よ
る
と
、
判
形
見
届
の
役
目
は
、

次
の
三
通
に
な
っ
て
い
る
。

①
目
付
が
馬
廻
格
以
上
と
百
石
以
上
ま
で
、

②
徒
目
付
が
御
目
見
以
上
ま
で
、

③
御
目
見
以
下
は
支
配
頭
か
同
役
が
あ
た
る
。

幕
府
法
の
末
期
養
子
は
、
急
養
子
願
に
親
類
書
・
遠
類
書
に
養
実
親
類
連
名
の
添
願

書
を
必
要
と
し
た
が
、
弘
前
藩
も
こ
れ
に
準
じ
た
と
み
ら
れ
、
さ
ら
に
判
元
見
届
が

行
わ
れ
て
い
る
。
元
禄
一
四
年
、
算
者
斎
藤
長
左
衛
門
は
末
期
願
に
跡
式
を
決
め
て

(
)

お
り
、
徒
目
付
が
本
人
の
花
押
を
確
認
し
て
い
る
。

(
)

次
に
、
目
付
對
馬
又
吉
の
末
期
願
の
提
出
か
ら
旅
の
途
中
病
死
し
た
場
合
の
扱
い

に
つ
い
て
四
点
の
史
料
を
み
て
い
く
。
又
吉
は
、
発
病
か
ら
四
八
日
の
寛
政
五
年
八

(
)

月
八
日
に
病
下
願
、
同
一
二
日
に
末
期
願
を
、
弘
前
藩
邸
に
提
出
し
た
。

〔
史
料

〕
5

乍
恐
以
書
付
申
上
候
、
私
儀
明
和
七

寅

年
八
月
十
一
日
親
瀬
兵
衛
家
督
高
百
石

無
相
違
被
下
、
御
手
廻
り
弐
番
組
御
組
入
被
仰
付
、
寛
政
二
戌

年
九
月
朔
日
御

目
付
役
被
仰
付
、
無
調
法
之
私
、
段
々
結
構
御
取
立
被
仰
付
、
御
厚
恩
之
程
可

申
上
様
無
御
座
、
冥
加
至
極
難
有
仕
合

ニ

奉
存
候
、
私
当
御
供
登
被
仰
付
、
罷

登
り
相
勤
罷
有
候
処
、
当
六
月
廿
一
日
ゟ
浮
腫
相
煩
、
御
医
者
手
塚
玄
策
其
外

数
医
薬
服
用
仕
、
以
御
威
光
色
々
養
生
仕
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
処
於
爰
元
薬

用
之
儀
早
敢
取
申
間
鋪
旨
御
医
者
申
聞
候
間
、
御
国
下
り
之
上
養
生
仕
度
儀
、

願
之
通
被
仰
付
難
有
仕
合

ニ

奉
存
候
、
然
処
遠
路
之
儀
於
道
中
及
大
病
候
儀
難

斗
奉
存
候
、
私
行
年
四
拾
三
歳
罷
成
今
年
迄
二
十
四
年
相
勤
申
候
、
為
指
御
奉
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公
茂

不
申
上
残
念
至
極
奉
存
候
、
此
上
申
上
候

茂

恐
多
奉
存
候
得
共
、
私
未

夕

男

子
無
御
座
候
間
、
青
沼
半
助
次
男
幸
吉
儀
当
丑
拾
二
歳

ニ

罷
成
申
候
、
私
娘
方

江

婿
養
子
被
仰
付
、
以
御
憐
愍

ヲ

如
何
体

ニ
茂

被
召
仕
、
家
名
相
読
被
仰
付
、
家
内

及
渇
命
不
申
候
様
被
仰
付
下
置
度
奉
願
候
、
右
之
趣
何

ニ
茂

宜
御
沙
汰
被
仰
候
、

以
上
、

寛
政
五

癸
丑

年
八
月

對
馬
又
吉
正
幸
（
花
押
）

兼
松
七
郎
右
衛
門
様

右
之
通
相
認
、
於
江
戸
差
下

ス

、
御
目
付
方
借
写
、

こ
れ
は
写
し
で
あ
る
が
末
期
願
の
様
式
が
よ
く
わ
か
る
。
宛
先
は
藩
邸
の
用
人
に
な

っ
て
い
る
。
同
一
三
日
、
ち
ょ
う
ど
国
下
り
に
あ
っ
て
い
る
陸
尺
小
頭
木
村
源
左
衛

門
・
貸
人
の
掃
除
小
人
が
付
添
っ
て
江
戸
を
発
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
二
三
日
、
山

形
城
下
旅
籠
町
の
六
左
衛
門
の
宿
で
病
死
し
、
そ
の
所
の
松
岩
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。

宿
元
・
検
断
か
ら
付
添
人
木
村
源
左
衛
門
に
宛
て
て
、
次
の
よ
う
な
死
亡
か
ら
葬
式

・
埋
葬
ま
で
を
記
し
た
覚
が
出
さ
れ
て
い
る
。

〔
史
料

〕
6

覚

一
、
津
軽
御
家
中
對
馬
文
吉
殿
江
戸
よ
り
御
病
気

ニ

而
御
下
り
被
成
候
処
、
今

晩
当
町
六
左
衛
門
方

江

御
旅
宿
、
途
中
よ
り
御
差
重
り
御
病
死
之
由
被
仰

聞
、
依
之
当
所
寺
院
之
内

江

御
取
置
被
成
度
由
御
頼

ニ

付
、
当
所
小
橋
町
禅

宗
松
岩
寺

江

土
葬

ニ

御
取
置
被
成
候
処
相
違
無
御
座
候
、
尤
右
寺
よ
り
も
引

導
書
付
取
之
御
渡
申
候
、
為
其
一
札
仍
而
如
件

寛
政
五

癸
丑

年
八
月
廿
三
日

宿
山
形
旅
篭
町

六
左
衛
門

（
黒
印
）

検
断

佐
治
吉
左
衛
門
（
黒
印
）

後
藤
小
平
治

（
黒
印
）

津
軽
御
家
中

木
村
源
左
衛
門
殿

ま
た
、
松
岩
寺
（
曹
洞
宗
）
か
ら
付
添
人
に
葬
式
を
執
行
し
た
旨
の
証
明
が
出
さ
れ

て
い
る
。

〔
史
料

〕
7

一
札
之
事

一
、
津
軽
御
家
中
對
馬
文
吉
殿
と
申
仁
、
御
病
気

ニ

而
貴
殿
御
差
添
江
戸
ゟ
御

下
之
処
、
当
所

ニ

て
御
病
死

ニ

付
、
当
寺

江

引
導

并

取
置
之
義
御
頼

ニ

付
、
任

其
意
引
導
い
た
し
境
内

江

土
葬

ニ

取
置
申
候
所
相
違
無
之
候
、
為
其
一
札
仍

如
件
、寛

政
五
丑

八
月
廿
四
日
、

山
形
小
橋
町

禅
宗

松
岩
寺
（
黒
印
）

津
軽
御
家
中

木
村
源
右
衛
門
殿

江
戸
藩
邸
で
は
、
国
元
へ
帰
っ
た
付
添
人
の
報
告
を
待
っ
て
、
宿
元
へ
の
謝
礼
を
行

う
と
し
て
い
る
。
松
岩
寺
過
去
帳
の
二
三
日
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
え
る
。

〔
史
料

〕「
松
岩
寺
過
去
帳
」

8

寛
政
五
丑
八
月
津
軽
家
中

正
華
院

閑
亭
冷
月
居
士

俗
名
對
馬
又
吉

旅
篭
町
六
左
衛
門
而
死

院
号
は
欄
外
、
居
士
の
二
字
は
擦
り
消
し
た
上
に
書
か
れ
て
あ
り
、
紙
背
か
ら
信
士

と
書
い
た
跡
が
見
え
、
後
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
旅
人
の
死
亡
は
仮
葬
の
取



－ 16 －

り
扱
い
で
、
本
葬
は
親
類
縁
者
が
埋
葬
地
に
来
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

對
馬
又
吉
の
親
類
縁
者
が
松
岩
寺
を
訪
れ
、
追
善
供
養
を
行
っ
た
際
に
、
院
号
・
居

士
号
が
追
贈
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
對
馬
又
吉
の
国
元
の
菩
提
寺
が
曹
洞
宗
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

病
下
り
の
途
中
に
病
死
し
た
場
合
、
そ
の
地
の
寺
院
に
頼
み
込
ん
で
仮
葬
し
て
も

ら
う
が
、
藩
邸
は
国
元
と
連
絡
を
取
り
、
宿
・
医
者
・
寺
院
、
時
に
は
そ
の
と
こ
ろ

の
江
戸
藩
邸
と
の
対
応
も
行
い
、
挨
拶
料
を
届
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

弘
前
藩
邸
で
は
、
文
化
期
に
、
発
病
し
て
か
ら
一
〇
〇
日
後
に
病
下
り
を
願
い
出

る
よ
う
に
決
め
た
が
、
個
別
の
事
情
を
考
慮
す
る
た
め
、
徹
底
し
た
も
の
に
な
ら
な

か
っ
た
。
願
い
は
所
属
の
組
頭
を
通
し
、
医
者
の
診
断
を
受
け
て
か
ら
提
出
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
江
戸
患
い
と
い
わ
れ
る
脚
気
に
よ
り
、
歩
行
困
難
と
な
る
者
も
あ
り
、

病
下
り
に
は
付
添
人
を
必
要
と
し
た
。
付
添
人
は
、
国
元
へ
帰
る
者
に
付
添
わ
せ
る

場
合
と
、
病
人
が
自
己
負
担
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
拝
借
金
は
、
薬
料
等
の
借
財
の

返
済
、
病
下
り
の
旅
の
費
用
の
た
め
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
病
下
り
は
個
人
負
担
で

あ
る
た
め
、
予
備
の
不
時
金
と
共
に
国
元
の
知
行
米
・
給
金
で
返
納
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
拝
借
金
の
一
部
を
国
元
で
免
除
す
る
例
も
み
ら
れ
た
。

大
病
で
旅
の
途
中
で
死
亡
が
予
想
さ
れ
る
時
は
、
末
期
願
を
用
人
に
提
出
し
て
か

ら
出
立
し
た
。
武
士
社
会
に
あ
っ
て
は
、
家
名
存
続
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た

の
で
、
病
下
り
の
際
の
末
期
願
を
、
江
戸
藩
邸
で
は
目
付
が
本
人
の
花
押
を
確
認
し
、

藩
用
の
飛
脚
便
で
国
元
へ
届
け
る
手
続
き
を
取
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
弘
前
藩
江
戸
藩
邸
の
定
府
・
勤
番
に
つ
い
て

は
、
分
限
帳
等
か
ら
人
数
を
把
握
で
き
た
が
、
又
者
に
つ
い
て
は
藩
の
支
配
が
直
接

お
よ
ば
な
い
こ
と
か
ら
、
事
件
に
な
ら
な
け
れ
ば
記
録
に
現
わ
れ
ず
、
明
ら
か
に
で

き
な
か
っ
た
。

掃
除
小
人
に
よ
る
貸
人
制
度
は
、
蝦
夷
地
出
兵
の
軍
団
編
成
の
際
に
始
ま
る
が
、

江
戸
で
は
役
務
遂
行
の
為
の
ほ
か
、
又
者
の
病
気
・
死
亡
、
病
下
り
の
付
添
い
に
必

要
で
あ
っ
た
。
貸
与
は
三
〇
日
で
あ
り
、
藩
が
経
費
の
三
分
の
一
を
負
担
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
江
戸
藩
邸
が
平
時
に
お
い
て
も
、
貸
人
が
い
な
け
れ
ば
役
務
遂
行
が
で

き
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
考
察
で
き
た
。
参
勤
交
代
の
道
中
に
又
者
を

連
れ
る
の
は
、
武
士
の
体
面
上
の
都
合
で
あ
っ
て
、
江
戸
で
の
召
放
ち
は
経
済
的
余

裕
の
な
さ
が
、
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
武
具
の
貸
与
か
ら
も
、
武
士
身
分
の
本
来
の

役
務
を
維
持
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

国
元
か
ら
武
家
奉
公
人
の
供
給
が
滞
る
と
、
必
然
的
に
江
戸
抱
え
に
頼
ら
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
、
人
宿
の
手
代
に
扶
持
米
を
与
え
て
、
上
総
小

人
部
屋
の
管
理
、
上
総
小
人
の
募
集
、
捨
て
子
・
行
倒
人
の
世
話
に
当
た
ら
せ
て
い

る
。病

下
願
い
は
、
文
化
期
よ
り
発
病
後
一
〇
〇
日
過
ぎ
て
か
ら
と
定
め
ら
れ
た
が
、

個
別
の
事
情
を
考
慮
す
る
た
め
、
徹
底
し
た
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。

拝
借
金
・
不
時
金
の
返
納
は
、
国
元
の
知
行
米
・
給
金
か
ら
行
わ
れ
、
こ
の
こ
と

は
、
国
元
の
勘
定
奉
行
へ
伝
え
ら
れ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

末
期
願
は
、
末
期
に
あ
た
っ
て
願
い
出
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
病
下
り
の
場
合
は

旅
の
途
中
で
死
亡
す
る
こ
と
を
予
想
し
て
、
江
戸
で
用
人
へ
提
出
し
、
江
戸
藩
邸
か

ら
国
元
の
藩
庁
へ
飛
脚
便
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
察
で
き
た
。
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註（

）「
江
戸
御
留
守
居
役
付
勤
方
之
覚
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
。

1
（

）「
江
戸
日
記
」
寛
保
元
年
一
二
月
二
九
日
条
。

2
（

）「
上
方
分
限
帳
」
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
。

3
（

）「
常
府
御
家
中
帳
」
同
館
蔵
。

4
（

）
「
江
戸
常
府
并
勤
番
者
名
前
」
同
館
蔵
。
嘉
永
三
年
一
一
月
の
記
録
で
、
藩
主
は

5
四
月
に
参
勤
で
国
元
を
立
っ
て
い
る
の
で
、
在
府
の
年
に
な
る
。

（

）「
江
戸
日
記
」
安
政
三
年
六
月
二
五
日
条
。

6
（

）
「
江
戸
御
役
人

上
方
御
合
力
并
京
大
坂
役
人
上
方
町
人
御
合
力

御
扶
持
米
下

7
方
」
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
。
年
号
が
な
く
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
を
上
限
と
し

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
下
限
と
す
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
安
政
四
年
に
掲
げ
て

お
い
た
。
都
合
一
二
一
五
人
と
し
な
が
ら
、
内
訳
と
の
人
数
に
三
〇
四
人
の
差
が
あ

る
点
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

（

）「
常
府
御
家
中
御
役
調
」
同
館
蔵
。

8
（

）
は
じ
め
に
の
註
（

）
前
掲
書
。

9

9

（

）
半
田
和
彦
『
秋
田
藩
の
武
士
社
会
』、
無
明
舎
出
版
、
二
〇
〇
六
。

10
（

）「
江
戸
日
記
」
文
久
三
年
二
月
二
二
日
条
。

11
（

）
小
山
秀
弘
氏
蔵
。
『
新
編
弘
前
市
史
資
料
編

（
近
世

）
史
料
番
号
二
〇
三
』

12

3

2

弘
前
市
企
画
部
企
画
課
、
二
〇
〇
〇
。

（

）
島
村
妙
子
「
幕
末
下
級
武
士
の
生
活
の
実
態
―
紀
州
藩
一
下
士
の
日
記
を
分
析
し

13
て
―
」（
『
史
苑
』
三
二
巻
二
号
）、
立
教
大
学
史
学
会
、
一
九
七
二
。

「
単
身
赴
任
下
級
武
士
の
幕
末
江
戸
日
記
―
和
歌
山
藩
士
酒
井
伴
四
郎
の
日
記

―
」（
『
地
図
で
見
る
新
宿
区
の
移
り
変
わ
り
―
四
谷
編
―
』
）、
東
京
都
新
宿
区
教
育

委
員
会
、
一
九
八
三
。

（

）「
津
軽
編
覧
日
記
」
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
。

14
（

）
「
弘
前
藩
江
戸
藩
邸
を
め
ぐ
る
町
人
訴
訟
の
実
態
―
天
和
期
を
中
心
に
―
」
（
『
近

15

世
武
士
の
生
活
と
意
識
』
）、
岩
田
書
店
、
二
〇
〇
四
。

（

）「
江
戸
日
記
」
文
化
一
三
年
一
二
月
二
〇
日
条
。

16
（

）
右
同
弘
化
二
年
一
〇
月
六
日
条
。

17
（

）『
北
方
史
と
近
世
社
会
』、
清
文
堂
、
一
九
九
九
。

18
（

）「
江
戸
日
記
」
文
化
六
年
一
二
月
一
五
日
条
。

19
（

）
右
同
日
記
宝
永
三
年
五
月
二
六
日
条
。

20
（

）
右
同
日
記
宝
永
四
年
二
月
二
九
日
条
。

21
（

）
右
同
日
記
寛
保
元
年
八
月
二
八
日
条
。

22
（

）
右
同
日
記
安
永
元
年
一
月
二
六
日
条
。

23
（

）
右
同
日
記
宝
永
三
年
一
一
月
二
三
日
条
。

24
（

）
高
牧
實
『
文
人
勤
番
藩
士
の
生
活
と
心
情
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
。

25
（

）「
江
戸
日
記
」
安
永
三
年
一
一
月
二
四
日
条
。

26
（

）
右
同
日
記
寛
政
五
年
九
月
二
二
日
条
。

27
（

）
右
同
日
記
文
久
二
年
閏
八
月
二
一
日
、
九
月
二
七
日
条
。

28
（

）
右
同
日
記
天
明
二
年
一
一
月
五
日
条
。

29
（

）
右
同
日
記
寛
政
五
年
七
月
二
二
日
条
。

30
（

）
右
同
日
記
安
政
二
年
一
二
月
二
六
日
条
。

31
（

）『
津
軽
歴
代
記
類
』
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
、
一
九
五
九
。

32
（

）「
江
戸
日
記
」
元
禄
元
年
二
月
二
四
日
条
。

33
（

）
右
同
寛
保
元
年
七
月
一
日
条
。

34
（

）
註
（

）
前
掲
書
。

35

3

（

）「
江
戸
日
記
」
文
政
一
一
年
一
〇
月
一
日
条
。

36
（

）
右
同
文
政
一
二
年
七
月
七
日
条
。

37
（

）
は
じ
め
に
の
註
（

）
前
掲
書
。

38

12

（

）「
江
戸
日
記
」
天
保
一
〇
年
七
月
二
一
日
条
。

39
（

）
右
同
日
記
弘
化
三
年
七
月
二
一
日
条
。

40
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（

）
右
同
日
記
弘
化
三
年
七
月
二
八
日
条
。

41
（

）
右
同
日
記
文
久
元
年
一
一
月
一
〇
日
条
。

42
（

）
右
同
日
記
嘉
永
三
年
五
月
一
日
条
。

43
（

）
右
同
日
記
安
政
三
年
七
月
六
日
条
。

44
（

）
右
同
日
記
文
久
元
年
一
二
月
一
六
日
条
。

45
（

）
右
同
日
記
天
保
六
年
一
二
月
一
日
条
。

46
（

）
木
越
隆
三
『
日
本
近
世
の
村
夫
役
と
領
主
の
つ
と
め
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
八
。

47
（

）「
江
戸
日
記
」
元
治
元
年
四
月
二
日
条
。

48
（

）
右
同
日
記
文
政
一
一
年
一
一
月
一
二
日
条
。

49
（

）
右
日
記
貞
享
四
年
九
月
一
四
日
条
。

50
（

）
右
同
元
禄
元
年
一
一
月
二
八
日
条
。

51
（

）
岩
波
文
庫
、
一
九
九
七
。

52
（

）「
江
戸
日
記
」
寛
政
五
年
八
月
八
日
条
。

53
（

）
右
同
日
記
寛
政
五
年
九
月
二
〇
日
、
二
五
日
条
。
「
国
日
記
」
同
八
年
六
月
二
三

54
日
条
。
『
御
用
格
寛
政
本
』
弘
前
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一
。
小
山
内
利
門
は
寛

政
四
年
に
還
俗
さ
せ
ら
れ
、
同
五
年
病
下
り
し
、
同
八
年
藩
校
稽
古
館
書
学
学
頭
に

任
じ
ら
れ
て
い
る
。

（

）「
国
日
記
」
文
化
一
三
年
四
月
二
八
日
、
九
月
一
七
日
条
。

55
（

）「
江
戸
日
記
」
文
政
一
一
年
一
〇
月
八
日
条
。

56
（

）
右
同
日
記
天
保
一
四
年
六
月
一
七
日
条
。

57
（

）
磯
田
道
史
「
近
世
大
名
家
に
お
け
る
足
軽
の
召
抱
と
相
続
」（
『
日
本
歴
史
』
第
六

58
二
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（

）「
江
戸
日
記
」
宝
暦
一
〇
年
九
月
五
日
条
。

59
（

）
右
同
日
記
嘉
永
五
年
八
月
一
三
日
条
。

60
（

）
右
同
日
記
安
永
三
年
一
一
月
二
四
日
条
。

61
（

）
「
国
日
記
」
寛
政
一
二
年
八
月
一
六
日
、
九
月
一
二
日
、
一
一
月
一
日
条
。
添
田

62

有
方
は
矢
吹
駅
で
病
死
し
、
跡
式
は
末
期
願
の
通
り
養
子
常
次
郎
に
決
ま
っ
た
。

（

）「
江
戸
日
記
」
文
政
三
年
六
月
二
日
条
。

63
（

）
右
同
日
記
弘
化
元
年
八
月
一
五
日
条
。

64
（

）
右
同
日
記
文
政
一
一
年
一
〇
月
八
日
条
。

65
（

）
右
同
日
記
天
保
五
年
五
月
一
一
日
条
。

66

森
林
助
『
津
軽
黒
石
藩
史
』
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
八
。
教
寿
院
は
寛
保
三
年

（
一
七
四
三
）
三
人
扶
持
、
安
政
四
年
頃
に
は
二
人
扶
持
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

（

）「
江
戸
日
記
」
安
政
五
年
八
月
一
三
日
条
。

67
（

）「
弘
前
藩
医
松
野
因
策
と
そ
の
系
譜

補
遺
」（
『
弘
前
医
学
』
第
五
二
巻
一
号
）、

68
二
〇
〇
〇
。

（

）
弘
前
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一
。

69
（

）
黒
滝
十
二
郎
『
弘
前
藩
政
の
諸
問
題
』、
北
方
新
社
、
一
九
九
七
。

70
（

）「
江
戸
日
記
」
元
禄
一
四
年
七
月
二
四
日
条
。

71
（

）
「
国
日
記
」
寛
政
五
年
九
月
一
二
日
、
一
〇
月
二
八
日
条
。
宮
川
慎
一
郎
氏
所
蔵

72
文
書
。
松
岩
寺
過
去
帳
。
は
じ
め
に
の
註
（

）
前
掲
書
。

4

二

藩
邸
で
の
死

（

）
病

死

1
弘
前
藩
邸
内
で
病
死
し
た
場
合
、
定
府
と
そ
の
家
族
は
、
菩
提
寺
へ
葬
送
さ
れ
る

が
、
勤
番
は
江
戸
に
菩
提
寺
が
無
く
ど
の
よ
う
な
扱
い
を
う
け
た
か
を
考
察
す
る
。

ま
た
、
葬
送
は
死
者
の
親
類
縁
者
の
手
で
行
わ
れ
る
が
、
弘
前
藩
邸
が
関
与
す
る
の

は
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

弘
前
藩
の
国
元
・
江
戸
に
お
い
て
、
菩
提
寺
を
代
え
た
例
は
あ
る
が
、
寺
請
制
度

に
関
す
る
も
め
ご
と
が
記
録
に
現
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
さ
し
た
る
問
題
も
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な
く
経
過
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
四
代
藩
主
信
政
が
幕
府
か
ら
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
者

の
扱
い
に
変
化
が
生
じ
た
。
二
回
に
わ
た
る
処
分
の
期
間
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

①
那
須
家
の
継
嗣
問
題
に
連
座
し
て
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
一
〇
月
一
四
日
か

ら
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
四
月
一
七
日
ま
で
閉
門
。

②
弟
信
章
が
秋
田
領
に
越
境
す
る
事
件
に
よ
り
、
同
二
年
七
月
二
四
日
か
ら
一
二
月

二
八
日
ま
で
遠
慮
。

こ
の
閉
門
・
遠
慮
の
期
間
、
死
者
を
江
戸
藩
邸
の
門
外
へ
運
び
出
せ
な
い
事
態
が
生

じ
た
。
そ
こ
で
、
貞
享
四
年
、
藩
主
自
ら
幕
府
奏
者
番
久
世
出
雲
守
に
、
伺
い
を
立

て
て
い
る
。
こ
れ
は
、
信
政
の
姉
満
が
土
井
能
登
守
の
正
室
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

娘
が
久
世
出
雲
守
に
嫁
し
て
い
る
の
で
、
閉
門
中
の
取
扱
い
に
つ
い
て
尋
ね
た
も
の

で
あ
る
。
返
答
の
内
容
は
、
夜
更
け
に
な
っ
て
か
ら
露
次
火
を
灯
さ
ず
竊
か
に
寺
へ

送
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
線
に
沿
っ
て
藩
邸
内
の
死
者
が
取
り
扱
わ
れ
た
。

(
)

同
一
一
月
九
日
、
定
府
と
み
ら
れ
る
太
田
久
右
衛
門
が
病
死
す
る
と
、
目
付
の
指
示

で
死
体
は
屋
敷
の
片
隅
に
埋
葬
さ
れ
た
。
親
類
へ
の
通
知
と
、
親
類
の
藩
邸
の
立
ち

(
)

入
り
を
禁
じ
て
い
る
。
一
七
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
死
体
が
娘
・
又
者
・
親
類
に
引

き
取
ら
れ
た
。
屋
敷
内
に
一
旦
仮
葬
し
て
い
た
も
の
を
、
幕
府
奏
者
番
の
返
答
の
線

で
、
日
没
後
に
死
者
を
目
立
た
ぬ
よ
う
に
、
小
門
か
ら
運
び
出
し
て
処
理
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
屋
敷
内
の
埋
葬
は
、
小
石
川
屋
敷
で
他
に
一
例
あ
る
が
、
埋
葬
後

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

元
禄
元
年
六
月
、
幕
府
か
ら
、
閉
門
・
遠
慮
の
処
分
の
者
が
屋
敷
内
に
死
者
を
埋

め
置
く
こ
と
に
つ
い
て
、
夜
更
に
死
者
を
密
か
に
寺
に
送
る
こ
と
と
、
医
者
を
入
れ

る
こ
と
を
認
め
る
布
達
が
出
て
い
る
。
大
名
・
旗
本
屋
敷
で
も
、
処
分
を
受
け
た
時

(
)

に
、
死
者
を
屋
敷
内
に
埋
葬
す
る
例
が
あ
り
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺
い
を
立
て
て

い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

弘
前
藩
邸
内
で
は
、
貞
享
四
年
一
一
月
一
一
日
に
勤
番
の
横
嶋
彦
太
夫
、
一
四
日

に
は
そ
の
家
来
仁
助
が
病
死
し
て
い
る
。
菩
提
寺
が
な
く
埋
葬
を
頼
め
る
寺
院
を
探

(
)

し
て
い
る
。
同
二
三
日
に
病
死
し
た
葛
西
九
兵
衛
の
場
合
は
、
二
五
日
夜
、
同
役
一

人
が
付
添
い
、
四
人
が
棺
桶
を
持
ち
運
び
出
し
て
い
る
が
、
寺
院
名
は
不
明
で
あ
る
。

(
)

棺
桶
の
運
び
出
し
は
、
郷
足
軽
・
掃
除
方
の
任
務
で
あ
っ
た
。
元
禄
元
年
一
月
二
日
、

長
柄
の
佐
兵
衛
は
江
戸
抱
え
の
た
め
、
人
宿
太
左
衛
門
を
通
じ
て
請
人
三
河
町
大
家

五
兵
衛
に
引
き
取
ら
せ
て
い
る
。
同
三
月
六
日
、
石
田
次
左
衛
門
の
家
来
の
場
合
、

(
)

藩
主
へ
報
告
後
、
下
谷
正
洞
院
へ
足
軽
目
付
、
郷
足
軽
四
人
に
付
き
添
わ
せ
て
埋
葬

し
て
い
る
。

(
)

藩
主
が
閉
門
を
解
か
れ
た
四
月
一
七
日
に
な
っ
て
も
、
慎
重
な
取
扱
い
が
続
け
ら

れ
た
。
同
五
月
一
五
日
、
御
聞
役
土
屋
小
右
衛
門
が
町
屋
で
死
亡
す
る
と
、
藩
主
か

ら
事
静
か
に
見
守
る
よ
う
に
と
指
示
が
出
て
い
る
。
同
二
年
二
月
一
二
日
の
御
台
所

(
)

帳
付
戸
田
七
兵
衛
の
場
合
、
残
さ
れ
た
病
気
の
母
は
、
親
類
や
貯
え
も
な
い
と
こ
ろ

か
ら
、
乞
食
に
落
ち
る
よ
り
方
法
が
な
か
っ
た
。
藩
主
か
ら
家
老
へ
指
示
が
あ
り
、

葬
式
料
二
分
・
賄
料
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
母
に
は
寺
請
証
文
を
用
意
さ
せ
、
小
石

(
)

川
屋
敷
の
尼
正
清
冷
月
の
も
と
に
置
き
、
救
済
し
て
い
る
。

同
七
月
二
四
日
、
藩
主
が
再
び
遠
慮
の
処
分
を
受
け
る
。
同
一
一
月
一
二
日
に
正

清
冷
月
が
病
死
す
る
と
、
藩
主
家
の
縁
者
に
あ
た
る
た
め
か
白
銀
三
枚
が
支
給
さ
れ
、

藩
主
家
の
菩
提
寺
津
梁
院
へ
穏
便
に
運
ば
れ
る
よ
う
に
手
続
き
が
と
ら
れ
て
い
る
。

(
)

江
戸
足
軽
・
江
戸
小
人
が
御
紋
無
し
の
提
灯
を
持
ち
、
輿
担
ぎ
は
日
雇
い
で
あ
っ
た
。

幕
府
の
処
分
が
明
け
た
同
四
年
、
御
徒
小
山
善
次
兵
衛
が
傷
寒
で
死
亡
す
る
と
、
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日
暮
れ
て
か
ら
馬
場
裏
の
門
よ
り
、
憚
ら
ず
に
死
体
を
出
し
て
よ
い
こ
と
に
な
り
、

よ
う
や
く
処
分
以
前
の
状
態
に
戻
っ
た
。

(
)

処
分
の
期
間
、
葬
送
の
ほ
か
、
江
戸
抱
え
の
武
家
奉
公
人
の
採
用
に
つ
い
て
も
影

響
が
及
ん
だ
。
人
宿
に
な
る
べ
く
新
規
で
な
く
継
続
し
て
雇
用
し
、
こ
と
を
荒
立
て

な
い
よ
う
に
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
参
で
心
得
の
な
い
者
の
行

動
を
懸
念
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
間
、
各
屋
敷
の
門
は
板
う
ち
し
、
神
田
鷹
匠
町
の
上
屋
敷
で
は
、
日
暮
れ
て

か
ら
西
門
の
小
門
だ
け
か
ら
出
入
り
し
、
他
の
屋
敷
も
同
様
で
あ
っ
た
。
不
浄
門
は

本
所
二
ツ
目
の
上
屋
敷
に
あ
っ
て
は
、
東
通
り
の
土
塀
の
間
に
あ
っ
た
が
、
宝
永
六

年
（
一
七
〇
九
）
、
新
し
く
北
門
脇
の
土
塀
の
間
に
、
片
開
き
と
し
て
設
置
さ
れ
て

い
る
。
死
体
を
屋
敷
外
へ
運
び
出
す
こ
と
に
つ
い
て
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
の

史
料
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

〔
史
料

〕「
江
戸
御
屋
敷
勤
方
御
用
留
」

(
)

1
一
、
柳
嶋
御
屋
鋪
之
内

ニ

而
死
人
寺

江

送
り
候
も
御
目
付
よ
り
御
差
図
有
、
尤
御

差
図
無
候
共
日
除
御
門
よ
り
通

シ

可
申
候
、
出
入
何

江

入
何
人
と
翌
日
御
目

付
へ
書
上
可
申
候
、

こ
の
内
容
を
二
点
に
ま
と
め
る
。

①
柳
島
屋
敷
で
は
目
付
の
指
示
に
よ
り
死
人
を
日
除
門
よ
り
運
び
出
す
。

②
翌
日
、
出
入
の
者
の
名
前
を
目
付
へ
届
け
出
る
。

こ
の
よ
う
に
、
他
の
屋
敷
で
も
同
様
の
取
り
扱
い
が
行
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

安
政
江
戸
地
震
の
際
は
、
不
浄
門
の
開
閉
を
暮
六
ツ
以
後
に
す
る
と
、
菩
提
寺
が
遠

方
に
あ
る
場
合
、
経
費
が
増
す
の
で
、
明
六
ツ
過
ぎ
に
死
体
を
運
び
出
し
て
よ
い
か

検
討
し
た
が
、
従
来
通
り
の
扱
い
と
な
っ
た
。

藩
主
へ
は
、
藩
邸
内
で
発
生
し
た
死
者
は
掃
除
小
人
に
至
る
ま
で
、
報
告
が
な
さ

れ
て
い
る
。
元
禄
一
四
年
、
家
老
添
田
儀
左
衛
門
が
病
死
す
る
と
、
藩
主
自
ら
忌
中

に
入
り
、
屋
敷
内
の
鳴
物
禁
止
の
目
付
触
れ
を
出
し
、
香
典
銀
子
三
枚
を
供
え
、
幕

府
老
中
へ
死
亡
届
を
提
出
し
て
い
る
。

(
)

葬
送
す
る
た
め
の
片
付
金
を
、
藩
邸
か
ら
拝
借
す
る
例
を
み
て
い
く
。
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）、
勘
定
人
伴
安
太
郎
は
末
期
願
・
判
元
見
届
け
の
後
に
病
死
す
る
と
、

片
付
金
一
両
は
藩
か
ら
拝
借
し
、
知
行
米
よ
り
返
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
化
四

(
)

年
（
一
八
〇
七
）
、
定
府
足
軽
武
村
十
助
の
母
の
場
合
、
拝
借
金
は
以
前
の
も
の
も

あ
り
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
後
に
三
分
の
拝
借
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

(
)

ろ
を
み
る
と
、
拝
借
金
な
し
で
、
藩
邸
内
の
人
々
が
葬
式
を
出
せ
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
一
一
年
、
対
馬
七
次
郎
が
浮
腫
・
疝
気
で
死
亡
す
る
と
、

六
両
の
拝
借
を
申
し
出
て
い
る
。
藩
で
は
薬
用
分
の
拝
借
は
先
例
が
無
い
と
し
な
が

(
)

ら
も
、
三
両
を
認
め
、
知
行
米
か
ら
返
納
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
天
保
一
〇
年

（
一
八
三
九
）
、
中
村
新
次
郎
の
親
の
場
合
、
御
定
三
両
の
半
分
一
両
二
分
を
前
渡

し
と
し
、
後
日
半
金
を
貸
し
て
い
る
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
、
勧
学
生
葛
西
處

(
)

一
の
場
合
、
勧
学
生
と
し
て
拝
借
金
の
先
例
が
無
く
、
御
目
見
以
上
一
両
の
基
準
に

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
一
両
二
分
を
出
し
て
い
る
。
拝
借
金
は
、
江
戸
藩
邸
勘
定
奉
行

(
)

か
ら
国
元
の
同
役
へ
藩
用
の
飛
脚
便
で
連
絡
し
、
国
元
の
知
行
米
・
給
金
で
返
納
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

寛
政
五
年
以
前
は
、
掃
除
小
人
の
葬
式
の
た
め
の
片
付
金
は
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、

以
後
に
返
納
を
伴
う
も
の
に
、
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
変
化
を
裏

付
け
る
記
録
は
無
い
が
、
国
元
で
藩
財
政
の
窮
乏
か
ら
、
天
明
・
寛
政
期
の
二
度
に

わ
た
る
土
着
政
策
が
あ
り
、
蝦
夷
地
警
備
の
負
担
が
加
わ
り
、
江
戸
藩
邸
の
経
費
節
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減
が
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
保
一
四
年
、
国
元
で
節
約
令
が
出
さ
れ
る

と
、
江
戸
藩
邸
で
も
拝
借
金
は
四
分
の
一
に
減
ぜ
ら
れ
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

女
中
の
場
合
で
は
、
安
政
六
年
、
浜
町
御
休
息
女
中
・
若
年
寄
格
波
衛
が
、
八
木

橋
慶
蔵
方
に
下
宿
し
、
養
生
中
に
病
死
し
た
。
藩
邸
は
前
例
が
無
い
と
し
な
が
ら
も
、

二
両
を
支
給
し
て
片
付
料
に
充
て
さ
せ
て
い
る
。
女
中
の
片
付
金
は
返
納
の
義
務
が

(
)

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

上
総
小
人
の
場
合
、
文
化
九
年
、
岩
撫
村
重
右
衛
門
は
、
人
宿
が
引
き
取
り
埋
葬

し
て
い
る
。
弘
前
藩
邸
は
先
例
に
よ
り
葬
送
の
取
置
金
二
分
を
支
給
し
、
人
宿
に
も

(
)

取
置
金
の
返
納
を
求
め
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
拝
借
金
に
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

七
歳
未
満
の
子
の
拝
借
金
は
、
御
定
の
半
減
と
な
っ
て
い
る
。
服
忌
令
で
は
七
歳

未
満
は
服
忌
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
拝
借
金
の

基
準
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
、
諸
手
組
木
村
寅
蔵
の
場
合
、
諸
色
高
値
の
た
め
拝
借

金
御
定
の
規
定
を
改
定
す
る
評
議
が
持
た
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
通
り
と
な
っ
た
。

(
)

拝
借
金
の
基
準
に
つ
い
て
は
明
確
に
示
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
片
付

金
以
外
で
も
必
ず
返
納
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
御
目
見
以
上
は
一
両
、
掃
除
小
人

が
片
付
金
二
分
の
規
準
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

御
目
見
以
上
に
つ
い
て
は
、
表
（

）
の
安
政
江
戸
地
震
の
手
当
が
、
役
職
に
よ
っ

1

て
支
給
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
拝
借
金
御
定
の
規
定
が
役
職
と
禄
高
に
よ
っ
て

設
け
ら
れ
て
あ
り
、
こ
れ
を
基
準
に
し
、
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
貸
与
し
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。

病
死
し
た
者
の
残
さ
れ
た
荷
物
に
つ
い
て
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
、
用
人

戸
田
清
左
衛
門
の
場
合
、
本
人
の
印
判
を
封
印
し
、
書
物
と
共
に
又
者
が
国
元
に
運

ん
で
い
る
。
同
四
年
、
三
上
甚
右
衛
門
の
場
合
、
家
老
の
指
示
で
本
馬
一
疋
分
の
金

(
)

銭
が
支
給
さ
れ
、
荷
物
は
御
持
足
軽
の
手
に
よ
っ
て
国
元
へ
送
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

(
)

よ
う
に
、
遺
品
は
江
戸
藩
邸
の
経
費
に
よ
り
、
国
元
の
親
類
縁
者
に
送
り
届
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

安
政
六
年
、
箱
持
加
勢
鉄
吉
が
病
死
す
る
と
、
不
浄
と
な
っ
た
畳
一
丁
の
取
り
換

え
の
た
め
に
、
弘
前
藩
邸
は
銀
八
匁
三
分
五
厘
を
支
払
っ
て
い
る
。

(
)

江
戸
市
中
で
は
華
美
に
な
る
葬
儀
を
、
四
回
に
わ
た
っ
て
統
制
し
て
い
る
。
寛
政

三
年
、
麻
裃
は
親
族
だ
け
と
し
、
参
列
者
を
四
・
五
人
に
制
限
し
た
が
徹
底
し
な
か

っ
た
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
、
町
名
主
が
申
し
合
わ
せ
、
人
宿
・
料
理
茶
屋
・

船
宿
・
鳶
入
口
・
火
消
人
足
・
餅
菓
子
屋
の
ほ
か
、
念
仏
講
・
題
目
講
・
富
士
講
も

対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
葬
儀
の
肥
大
化
に
は
、
施
主
の
み
な
ら
ず
、
参

列
す
る
集
団
・
接
待
に
関
わ
る
者
の
存
在
も
み
え
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
・

経
済
の
発
展
・
充
実
が
あ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
現
象
で
あ
る
。
銅
商
住
友
家
泉
屋
浅

草
米
店
の
手
代
直
次
郎
で
さ
え
、
出
棺
の
衣
装
金
三
分
・
銀
七
匁
四
分
五
厘
、
棺
桶

二
朱
・
一
〇
〇
文
、
導
師
三
〇
〇
疋
、
火
葬
の
火
屋
料
一
両
二
分
・
一
貫
文
、
石
塔

三
両
一
分
・
九
匁
五
分
、
非
人
へ
七
〇
〇
文
、
茶
漬
の
振
舞
い
六
〇
人
分
一
両
等
を

出
費
し
て
い
る
。
六
〇
人
分
の
振
舞
い
の
規
模
を
み
て
も
、
規
制
さ
れ
る
方
向
が
打

(
)

ち
出
さ
れ
る
の
は
無
理
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

江
戸
で
は
寺
院
へ
一
分
を
納
め
る
と
、
寺
内
墓
地
へ
埋
葬
が
認
め
ら
れ
、
火
葬
は

最
も
料
金
の
低
い
惣
火
屋
焼
き
で
二
分
か
ら
三
分
で
あ
っ
た
。
土
佐
藩
で
は
、
藩
士

が
又
者
を
手
打
ち
に
し
た
時
、
人
宿
に
片
付
金
一
分
、
寺
へ
一
分
、
棺
桶
等
に
二
朱

合
わ
せ
て
二
分
二
朱
を
要
し
、
手
打
ち
に
し
た
藩
士
の
負
担
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
、

(
)
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表（2）高橋佐兵衛の葬式費用

区分 費 目 金 額 備 考

棺一式 １両 280文

角蓮台・仮位牌

糸帷子・手桶等

棺持 ４人 1732文（１人432文）

平人 １人 264文

出家供 １人 132文

支度料 ６人 200文（１人32文）

桐油五枚笠、損料共 332文

上下損料 72文

〆 １両 ３貫24文

外に湯灌 200文

仮葬 （別 紙）

導師布施 ２朱 和尚布施 ２朱

式僧布施 200文 ３人～４人 ２朱

地面料 ３分

初七日より百ヶ日迄 １分 当日より百ヶ日 １分

迎僧・剃髪 ２朱 迎僧 500文

小僧布施 ２人 200文 小僧布施 100文

大小受戻料 300文

下男酒代 200文 寺下男 酒代 100文

葬穴料 深５尺 300文 穴場酒代 ２朱

非人 200文

〆 １両２分２朱

方丈布施 墓所諷経 100疋

出僧布施 100疋

本葬式 方丈布施 200疋

出僧布施 10人 300疋

葬式諸道具 300疋

出僧支度料 600疋

葬式料 100疋

暮付届 50匹
本葬

〆 １両１分２朱

石塔 ３分

位牌 680文

定紋付茶碗１つ 200文

腰高茶台１つ 540文

小僧布施 100文

恵然寺布施 １分

〆 １両 １貫520文

法事その他１式 100疋

盆暮付届 100疋

３回忌 回向料 100疋

お供その他 100疋

盆暮付届 100疋

火葬・振舞手当の記事なし
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か
ら
す
る
と
、
弘
前
藩
邸
の
掃
除
小
人
が
死
亡
し
、
二
分
あ
る
と
寺
院
へ
一
分
納
め
、

残
り
の
一
分
は
棺
桶
を
担
い
だ
者
へ
の
振
舞
い
が
で
き
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

勤
番
の
者
が
死
亡
し
た
時
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
葬
送
が
行
わ
れ
か
見
て
い
く
こ

と
に
す
る
。
弘
前
藩
士
の
例
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
支
藩
黒
石
藩
高
橋
佐
兵
衛
の

場
合
を
み
る
。
高
橋
家
は
藩
の
御
用
達
で
あ
っ
た
が
、
佐
兵
衛
は
藩
士
と
し
て
召
抱

え
ら
れ
江
戸
勤
番
を
命
じ
ら
れ
た
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
に
発
病
し
、
看

(
)

病
人
を
二
人
頼
ん
だ
が
、
脚
気
に
よ
り
七
月
一
一
日
に
死
亡
し
、
深
川
恵
然
寺
（
臨

済
宗
）
へ
埋
葬
さ
れ
、
同
寺
の
過
去
帳
に
記
載
が
あ
る
。

〔
史
料

〕「
恵
然
寺
過
去
帳
」

(
)

2
（
嘉
永
六
年
）
七
月
十
一
日

正
宗
義
覚
居
士

津
軽
越
中
守
様
内

高
橋
佐
兵
衛
事
、
勤
番
中
死
去
、

信
田
氏
墓
同
所

黒
石
藩
士
信
田
氏
を
通
し
て
寺
へ
頼
み
、
同
氏
の
墓
所
へ
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
高
橋

家
の
当
主
佐
右
衛
門
は
一
周
忌
に
、
火
葬
に
し
て
遺
骨
を
黒
石
の
菩
提
寺
保
福
寺

（
曹
洞
宗
）
に
埋
骨
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
黒
石
藩
の
重
役
・
黒
石
藩
江
戸
藩
邸

を
通
し
、
恵
然
寺
か
ら
改
葬
の
許
可
を
得
た
。
翌
年
閏
七
月
二
八
日
、
親
類
の
佐
五

郎
・
斎
助
が
派
遣
さ
れ
、
本
葬
・
墓
石
の
建
立
を
行
い
、
遺
骨
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
。

同
二
年
に
恵
然
寺
で
三
回
忌
の
法
事
を
行
っ
て
い
る
が
、
黒
石
か
ら
人
は
出
か
け
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
供
養
に
使
っ
た
費
用
が
、
表
（

）
で
あ
る
。
商
家
だ
け
に

2

出
納
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
て
、
仮
葬
か
ら
本
葬
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

仮
葬
は
湯
灌
二
〇
〇
文
を
入
れ
て
、
計
二
両
二
分
二
朱
・
三
貫
二
二
四
文
、
本
葬
は

計
二
両
一
分
二
朱
・
一
貫
五
二
〇
文
で
、
合
計
六
両
七
四
二
文
に
な
る
。
こ
の
ほ
か

三
回
忌
に
五
〇
〇
疋
を
支
出
し
て
い
る
。
寺
か
ら
戒
名
を
書
い
た
紙
片
を
国
元
で
遺

骨
と
共
に
入
れ
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
火
葬
は
行
わ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
火
葬
・
振
舞
の
経
費
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
佐
兵
衛
の
戒

名
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

〔
史
料

〕「
高
橋
家
永
代
過
去
帳
」

3
一
、
八
代
目

七
代
目
園
次
郎
子
、
幼
名
佐
兵
衛
、
嘉
永
六

癸
丑

年
七
月
十
一
日
、

於
江
戸
表
行
年
四
拾
才

ニ

而
死
ス
、
前
文

ニ

有
之

範
量
院
正
宗
義
覚
居
士

戒
名
は
恵
然
寺
の
も
の
に
院
号
「
範
量
院
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
元
の

菩
提
寺
で
埋
骨
し
、
追
善
供
養
の
法
事
を
行
っ
た
際
に
追
号
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
臨
済
宗
と
曹
洞
宗
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
禅
宗
と
い
う
括
り
方
を
す
る
と
、

同
宗
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

弘
前
藩
邸
に
お
い
て
、
定
府
は
親
類
縁
者
の
手
で
、
拝
借
金
を
以
て
菩
提
寺
へ
葬

送
で
き
た
が
、
勤
番
は
邸
内
に
親
類
縁
者
が
い
れ
ば
そ
の
者
に
よ
り
、
い
な
け
れ
ば

同
役
・
同
部
屋
の
者
に
よ
っ
て
葬
送
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
し
の
む
ら
・
ま
さ
お

東
北
女
子
大
学
准
教
授
）


